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令和７年３月 

大和市長 

古谷田 力 

1 日 3 度、人生で約 9 万回とも言われる「食」という

営み。人は、食べることで満足し、感謝の気持ちを覚え

ます。また、誰かと一緒に食べることで、人とつながり、

食べる喜びや楽しさを味わい、それが生きる力にもなり

ます。「食」の大切さについて考え、食に関する知識と食

を選択する力を習得することは、生涯を通じて心身を健

康に保ち、豊かな人間性をはぐくむ一助となります。 

一方で、社会情勢の変化により、食に関する価値観や

暮らしのあり方が多様化し、健全な食生活を実践するこ

とが難しくなっているだけでなく、持続可能な食や食文

化の継承等様々な課題に直面しています。 

本市では、平成 27 年度に大和市食育推進計画を策

定。その後、平成３１年度に第２次計画を策定し、「親と

子が相互に、そして次の世代へ」つながる食育を進めて

まいりました。中でも、健康寿命の延伸につながる取組

は、日本健康会議や東京栄養サミット等で事例紹介さ

れた他、日本の栄養政策 2023 に好取組事例としても

取り上げられました。第３次大和市食育推進計画では、

第２次計画の基本的な体系を踏襲しつつ、新たな観点

や視点を取り入れた７つの施策を進めてまいります。 

この計画をより実効性を持つものにするためには、

様々な機会をとらえて食育を進めるとともに、「食」に関

わる皆様と行政がつながり、連携を深めていくことが必

要だと考えています。毎月 19 日は自分や家族の食生活

を見直す「食育の日※」。「食育の日」を機会に、食育に取

組んでいただけることを願っております。 

結びとなりますが、本計画の策定にあたり、貴重なご

意見をいただきました多くの皆様に、心から感謝申し上

げます。 

連携を深め、次の世代へつながる食育を目指して

※一年を通じて継続的に食育推進運動を展開するため、国の食育推進基本計画の中で、毎月 19 日は「食育の日」と定められています。 
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各施策の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和市立図書館おすすめ「食育」の本 

各施策に関係する「食育」の本を、 
図書館司書と 
管理栄養士 
のおすすめ 
として紹介 
しています。 

 

ねらい ０１～ 

各施策を進める上でのねらいを 
分かりやすく説明しています。 

施策 １～７ 

基本理念に基づき、基本目標１、２を 
達成するための施策を紹介しています。 

数字から見える大和市の状況 

関連する数値をグラフ等で 
分かりやすく解説。 

大和市の状況と課題を示しています。 

デジタル化に対応した食育の視点 

横断的な重点事項として、デジタル化に 
対応した食育の推進を紹介しています。 

具体的な取組 

各施策のねらいにつながる、具体的な 
取組と担当を掲載しています。 

評価指標 

関連する評価指標と現状値、目標値を 
掲載しています。 

コラム 

各施策に関係する 
コラムを紹介しています。 
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第１章 計画策定にあたって 
１ 計画策定の背景 

人口減少、少子高齢化、世帯構造の変化や中食市場の拡大が進行するとともに、食に関す
る価値観や暮らしのあり方も多様化し、健全な食生活を実践することが困難な場面が増え
てきています。特に、高齢化が進行する中で、健康寿命の延伸や生活習慣病の予防が引き続
き課題であり、栄養バランスに配慮した食生活の重要性は増しています。さらに、地域の伝
統的な食文化が失われていくことも危惧されています。平成１７年６月に食育基本法（平成
１７年法律第６３号）が制定され、現在は「第４次食育推進基本計画」のもと、取組を進め
ています。また、神奈川県においても、「第４次神奈川県食育推進計画（食みらい かなが
わプラン２０２３）」に基づき、取組を進めています。 

本市においては、平成２７年度から大和市食育推進計画を策定し、健康づくりにおける食
の重要性を深く認識し、より⼀層、食を通じた市⺠の健康増進や生活の質の向上が図られる
よう、食育に関する施策を体系的、総合的に推進してきました。 

ここ数年の新型コロナウイルス感染症の流行により、外出や外食などの機会が減る⼀方
で、在宅時間の⼀時的な増加や家族で食を考える機会が増えることで、食への関心が高まり、
食を見つめ直すきっかけにもなっています。 

こうした「新たな⽇常」の中でも、食育が市⺠⼀人ひとりの主体的な取り組みになるよう、
ICT（情報通信技術）や社会のデジタル化の進展を踏まえ、食育に関する施策を総合的かつ
計画的に推進していくため、第 3 次大和市食育推進計画を策定します。 

２ 計画の位置づけ 
大和市総合計画を上位計画とする食に特化した行動計画であり、本市における⻭及び口

腔の健康づくり推進計画などの関連計画との整合性を図ります。また、国の第４次食育推進
基本計画、神奈川県の第４次神奈川県食育推進計画（食みらい かながわプラン２０２３）
を踏まえたものとなっています。 

３ 計画の構成と期間 
本計画は、本市における食育の取組の基本理念、

これに基づく基本目標、また、食育の取組全般につ
いての施策展開で構成します。計画の期間は、令和
７年度から令和１１年度までの５年間とします。 

４ 計画の評価と進行管理 
各施策における取組の進捗状況を、年度ごとに大和市食育推進会議で検証し、既存の取組

の見直しや新規の取組を設けることとします。また、計画期間の最終年度に食育に関する市
⺠意識調査を実施し、その結果を踏まえて次期計画を策定していきます。 

基本目標1～2

施策展開１～７

基本 
理念 
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第２章 

基 本 理 念 
 

食を通じた心身の健康増進と豊かな人間形成 

 
 
 
 

は、命の源であり、生きていく上で

欠かせません。健やかな心身を育

み、生涯にわたっていきいきと暮

らすためには、栄養素を摂取する営みにと

どまらず、多様な食経験などを通じて、豊か

な人間性、生きる力を育むことが重要です。 
子どもが健全な食生活を送ることや、豊か

な自然に触れ、農業など、食物の生産に関わ

る様々な人との交流などにより、食に関す

る経験を積み重ねていくことは、生涯にわ

たって健全な心と身体を培い、感謝する心

や豊かな人間性を育む基礎となるものです。 
近年、地球規模の気候変動の影響や新型コ

ロナウイルス感染症による「新たな日常」へ

の対応など社会経済状況がめまぐるしく変

化するとともに、ライフスタイルの多様化

に伴う家族関係の希薄化など、食生活に多

大な影響を及ぼす状況が進行しています。 
その結果、欠食、不規則な食事、栄養の偏り

などに起因する肥満や低栄養、生活習慣病

の増加などの健康問題が顕在化しています。

食生活を健全なものへと改善していくため

には、一人ひとりが食への理解と意識を高

めて、食を選択する力を身につけることが

大切です。 
また、食には、その土地の気候、風土、習俗

などに関わって発展を遂げてきた文化的側

面があります。 

その土地で採れる作物を、その土地に住む

人々が、その土地に根づいた調理法で食べ

るということは、今となっては貴重なもの

になりつつありますが、私たちは、先人が築

き上げてきた食文化の上に生きており、そ

れを未来に引き継いでいくためにも、持続

可能な食を支える食育を進めるとともに、

他国の食文化も柔軟にとり入れて、時代の

移り変わりに沿って発展させていきたいと

考えます。 
大和市は、すでに高齢化率２３％を超え、超

高齢社会に入りました。この流れは、今後も

加速していくと予測されており、これまで

にも増して、一人ひとりが健康で元気に活

躍することが求められる時代になっていき

ます。 
１日３度、人生で何万回にも及ぶ食という

営み。この営みが充実すれば、それは生涯に

わたる心身の健康につながることでしょう。

すべての市民が豊かな食生活を送り、心身

ともに健やかで充実した人生を過ごすこと

を目指して、「食を通じた心身の健康増進と

豊かな人間形成」を基本理念に、健やかで心

豊かに生活できる持続可能な社会の実現に

向け、誰一人取り残さない栄養政策の展開

と、より実効性をもつ取組として「親と子が

相互に、そして次の世代へ」つながる食育の

取組を進めていきます。 

食
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基 本 目 標 １
 

食を通した心身の健康づくり 
 
 
 
 

身の健康づくりのために、食は

基礎となるべき大切なもので

あり、その基本は家庭にありま

す。それぞれの家庭に合った望ましい食事

を家族でとり、楽しい時間を共有すること

が、心身の健康につながります。 
しかし、近年、ライフスタイルの多様化や、

社会経済環境の複雑化などにより、家庭が

食育の基盤としての役割を担いきれなく

なってきています。家庭においては、今あ

る状況の中で何ができるかを考え、学校や

保育所等に加え、地域も、子どもの食育の

推進のために、これまで以上に家庭と連携

していくことが重要になっています。 
子どもの健やかな成長のためには、生活リ

ズムを整えることが重要であり、それは乳

児期の授乳と離乳食から始まります。幼児

期には、食事やおやつの時間を固定するこ

とで、お腹がすくリズムができ、食欲が増

す、同じ時間に眠くなって規則的な睡眠が

とれるようになるなど、生活リズムを作り

出すことができます。これは、家族がつな

がる「共食」のもとにもなり、子どもの心

の育ちも促します。 
子どもの頃に身についた食習慣は、大人に

なってからも続くものです。規則正しく食

事をとる習慣は、生活習慣病などの予防に

つながります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
つまり、身についた習慣を保っているだけ 
で、自然に生活習慣病予防につながること 
になります。 
健やかな体をつくるためには、規則正しい

食事に加えて、栄養バランスがとれている

ことが不可欠ですが、必要とされる食事の

内容は、その人により異なります。 
食事を人に合わせるべきであると考える

と、食事の基準に沿うことを念頭に置いた

上で、趣味嗜好や生きがいまで考慮した食

生活を作り上げていくことが望ましいと

考えられます。 
また、食生活を作り上げていくにあたって、

食品の安全性は、基本的な問題になります。

生産、加工、流通など、食に関するシステ

ムが巨大化、複雑化した現代においては、

生産者を始めとする食を提供する側が安

全性に留意することはもちろんですが、消

費者も、食品の安全性、栄養成分等の特徴

など、食に関する知識と理解を深めていく

必要性が高まっています。 
子どもの頃から望ましい食生活を確立す

ることで、心身ともに健やかに成長し、生

活習慣病を予防し、高齢に至るまで健康で、

実り豊かな人生を送ることができるよう

にするため、ライフコースアプローチを踏

まえた食育の取組が個人にとどまらず、家

庭、社会、地域へと広がっていくことを目

指して取り組んでいきます。 

心
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基 本 目 標 ２
 

食への理解を深め感謝するこころの醸成 
 
 
 
 

物や植物を食することは、とり

もなおさず、自らの命をつなぐ

ために他者の命をいただくこ

とです。そのことの意味を深く理解し、命

を尊ぶ気持ちを育んでいかなければなり

ません。また、食べ物が食卓に上がるまで

に、米や野菜を作る、牛や豚などを育てる、

収穫する、加工する、消費地まで運ぶなど、

多くの方の努力や苦労があります。家庭の

食卓、学校や保育所等の給食、農業体験や

伝統行事などを通じて、食べ物や、生産者

を始めとする様々な人々への感謝のここ

ろが醸成されることが大切です。 
日本の伝統的な食文化である「和食」は、

生活文化の一つとして、身近な存在である

とともに、海、山、里と表情豊かな自然か

らの恵みを享受して育まれてきました。そ

して、栄養バランスに優れた健康的な食事

として評価される「日本型食生活」は、昭

和５５年頃の食生活のことで、戦前の伝統

食や、戦後の食糧不足による低栄養の食事

に欧米食が導入されたこと、さらに栄養教

育の徹底や、栄養・食生活改善運動が結実

してできあがったものです。 
日本は、食に限らず他国の文化のよいとこ

ろを柔軟に取り入れ、進化、発展させてき

た歴史を持っています。大和市の食育にお

いても、伝統的な和食の文化を大切にしな

がら、様々な国や地域の食文化のよいとこ

ろも積極的に取り入れて、より豊かな食文

化を目指します。 
食育では、一人ひとりがその意義や重要性

に気づき、自ら実践するとともに、多種多

様な人や団体がつながり、連携、協力する

ことが重要です。農業に携わる方々と連携

した体験活動の推進、地域の食生活改善に

取り組むボランティア団体と協力した取

組、さらに飲食店等の食に関わる店や企業

等と協力した事業などを着実に続けてい

くことで、食育の担い手が自ら価値の可視

化・継承・発信する取組の輪を広げていき

ます。 
 

 

 

動
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第３章 施 策 展 開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【ＳＤＧｓの観点】持続可能な食を支える食育の推進 
「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」は、１７の目標と１６９のターゲットからなる 

「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」を掲げ、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指していま

す。本計画では、ＳＤＧｓの目標のうち、「目標２.飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善

を実現し、持続可能な農業を促進する」「目標４.すべての人々への、包摂的かつ公正な質の高い

教育を確保し、生涯学習の機会を促進する」「目標１２．持続可能な生産消費形態を確保する」

など食育と関連が深い９つの目標達成に寄与することを念頭に置きながら、ＳＤＧｓの理念に

沿って取り組みを進めていきます。 
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施策１ 

家庭における食育の推進 

施策のねらい０１  

家庭における食育を支援する 
幼児期から、発育や発達に応じた豊か

な食の体験を積み重ねていくことによ

って、生涯にわたって健康でいきいきとした

生活を送るために必要な「食を営む力」が育

まれます。 

食育は、授乳期から始まります。 

授乳は、子どもに栄養を与えるだけでなく、

親子のコミュニケーションの一つでもありま

す。親子の絆を深め、心身の健やかな成長と

発達を促します。離乳期は、食体験のスター

トです。空腹感や食欲を感じ、それを満たす

心地よさを経験したり、さまざまな食べもの

を口にしたり、手で触ったりする経験を通し

て成長します。また、家族が食事をする姿か

ら、よく噛むことを覚えたり、スプーンやフ

ォークの使い方を身に付けていく「共食」の

場となります。 

そして、幼児期になると、好きな食べものを

見つけ、誰かと一緒に食べる楽しみや喜びを

学んでいきます。 

また、妊娠期の食生活は、妊婦の健康と胎児

の健やかな発育のために、とても重要です。

しかし、近年では女性の「やせ志向」が課題で

あり、妊娠前のやせや、妊娠中の体重増加不

良は、低出生体重児が産まれる要因の一つと

なります。また、低出生体重児は、将来生活習

慣病を罹患するリスクが高まります。 

妊娠を考えたときや、妊娠が分かったとき、

普段の食生活を見直す好機となります。妊婦

やその家族が改めて「食」について考えるこ

とが、子どもや家族の将来の健康につながり

ます。 

 

施策のねらい０２  

家庭における健康づくりを支援する
食し、咀嚼して嚥下する。手づかみ食べ

をする。スプーンを使って食べる。箸を

上手に使って食べる。このような食べる機能

は、口腔機能や心身の発達が進む中で習得し

ていくものです。家庭の食事の中で多くの体

験をすることにより、これらの発達が促され

ます。このように、乳幼児の発育・発達と「食」

は密接な関係にあります。子どもの発達段階

に合わせた食事や食体験を通して、健やかな

成長を促すことを支援していきます。 
 

施策のねらい０３  

食物アレルギーへの理解を進め、家庭における食の安全を 

推進する 
乳食を進めていく中で感じる心配事の

一つとして、食物アレルギーを思い浮

かべる保護者も少なくありません。しかし、

食物アレルギーの心配から、離乳食を遅らせ

たり、授乳中の母親や子どもが過度な食事制

限等をしたりすることにより、母親の健康や

子どもの成長を妨げてしまうことがあります。

食物アレルギーに関するさまざまな情報が行

き交う昨今では、正しい情報を選択する力が

求められます。適切に離乳食や幼児食を進め

ていけるよう支援し、子どもの食を広げてい

くと共に、家族で安心して食卓を囲む姿を目

指します。 

乳 

捕 

離 
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に
お
け
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育
の
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進 

 

 

毎日朝食をとる子どもの割合は、 

６か月：９１.１％ (令和５年度 大和市３歳６か月児健康診査アンケート） 

５年生：７７.４％ (令和５年度 全国体力・運動能力運動習慣等調査 大和市結果）

２年生：７４.６％ (令和５年度 全国体力・運動能力運動習慣等調査 大和市結果） 

朝⾷をとることが⼤切だといわれますが、それはなぜでしょうか。 

朝目覚めたとき、体は、前夜までの⾷事から得たエネルギーが消費されてしまった、⾃動⾞

でいうところの「ガス欠」のような状態にあります。 

そのような状態で朝⾷をとらないと、脳のエネルギー源であるブドウ糖が供給されないた

め、午前中に脳と体が⼗分に働かず、集中⼒がなくなるだけでなく、１⽇の栄養バランスが

悪くなり、⼼⾝の不調の原因にもなります。 

 
 

 

食品の安全性に関する知識がある市民の割合 

５４.９％ （令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 

⼤和市において、「⾷品の安全性について、健康に悪影響を与えないようにするために、 

どのような⾷品を選択するとよいかや、どのような調理が必要かについての知識がある 

と思いますか」に「ある」と「少しある」と答えた割合は５４.９％となっています。⼥性 

では年齢と共に上昇傾向ですが、男性は⼥性に⽐べて低い値となっています。 

⾷品の安全性や栄養に関するさまざまな情報があふれている現代において、⾷育の主な 

担い⼿である家庭へ正しい情報を届けることは益々重要になっており、家庭からの切れ 

目のない継続的な支援により⼤和市全体の底上げをしていく必要があります。 
  

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況

３歳 

小学 

中学 
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［子どもの朝食の摂食状況] 

 

  

 

 

 

 

 

[食品の安全性に関する知識がある市民の割合] 
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評価指標 現状値（R５） 目標値 

（新）朝⾷を家族と⼀緒にとる市⺠（幼児）の割合 ９１.１% ９４.０% 

朝⾷をほぼ毎⽇⾷べている市⺠の割合 

（①３歳６か⽉ ②⼩学５年⽣ ③中学２年⽣ ④成⼈） 

①９１.１％ 
②７７.４％ 
③７４.６％ 
④７４.６％ 

①１００％ 
②８５.０％ 
③８５.０％ 
④８０.０％ 

 ⾷品の安全性に関する知識がある市⺠の割合 ５４.９％ ７０.０％ 

 
具体的な取組 

ねらい 具体的な取組 担当 

01
家
庭
に
お
け
る
⾷
育
を
支
援
す
る 

プレママ・パパ 
教室 

初妊婦とそのパートナーを対象に、妊娠期や産後の⾷⽣活
のポイントなどについて学ぶ教室を実施し、⽣涯を通した
家族全体の⾷⽣活を⾒直すきっかけを作ります。また、も
ぐもぐごっくん教室の参加者と⼀緒に離乳⾷のつぶし⽅を
体験するなど、⼀足先に出産を経験した乳児の保護者との
交流を取り⼊れます。 

すくすく子育て課 

プレママ・パパ 
教室（動画配信） 

（新規） 

⾃宅にいても学ぶことができるよう、妊娠中の過ごし⽅や
⾷事、また出産から育児まで、プレママ・パパ教室の内容
を映像として分かりやすくまとめた動画を配信します。 

すくすく子育て課 

もぐもぐごっくん 
教室 

４〜５か⽉児がいる保護者を対象に、離乳⾷の開始のタイ
ミングから、形態・⾷べさせ⽅などを学ぶ教室を実施しま
す。また、プレママ・パパ教室の参加者と⼀緒に、グループ
ワークや離乳⾷のつぶし⽅体験を⾏い、妊婦とその家族と
の交流を取り⼊れます。 

すくすく子育て課 

もぐもぐかみかみ 
教室 

６〜８か⽉児がいる保護者を対象に、離乳⾷の量や形態・
メニューの紹介、２回⾷・３回⾷への進め⽅などについて、
体験実習を交えて学ぶ教室を実施します。 

すくすく子育て課 

地域育児講座 
乳幼児の保護者に育児や⾷に関する情報提供を⾏うととも
に、離乳⾷・幼児⾷講座を実施します。また、保健師や管理
栄養士、保育士が育児・栄養の相談に応じます。 

すくすく子育て課 
ほいく課 

子育てサロン等 
での⾷育の取組 

保健師や管理栄養士が、乳幼児の親子のあそびや交流の場
である子育てサロン等で、育児や⾷（栄養）に関する情報
提供や個別相談を⾏います。 

すくすく子育て課 

⾷育講演会 

就学前の子どもを持つ保護者、⾷に関⼼のある市⺠を対象
に、正しい⾷育の知識を伝え、⼼⾝ともに健康な子どもを
育成することを目的に、医師、⻭科医師、管理栄養士など
を講師に招き、講演会を開催します。 

すくすく子育て課 
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ねらい 具体的な取組 担当 

01
家
庭
に
お
け
る
⾷
育
を
支
援
す
る 

外国籍市⺠向け 
乳幼児の⾷育講座 

乳幼児がいる外国籍市⺠を対象に、授乳から離乳⾷・幼児
⾷について、保健師、管理栄養士による講座を開催します。 すくすく子育て課 

どこでも講座 ⼀般の⽅、⼩中学⽣を対象に、乳幼児期の子どもの⾷⽣活
について、管理栄養士が講座を開催します。 すくすく子育て課 

１歳児育児教室 
１歳〜１歳３か⽉の親子を対象に、離乳⾷から幼児⾷への
移⾏や、育児、卒乳（離乳完了）などについて学ぶ教室を実
施します。 

すくすく子育て課 

おべんとう教室 
３歳以上（就学前）の親子を対象に、子どものお弁当づく
りのポイントを通じて、幼児期の⾷⽣活や⾷育の⼤切さに
ついて学ぶ教室を実施します。 

すくすく子育て課 

料理教室の実施 男性や親子など、対象者に合わせたテーマを設定し、健康
づくり料理教室を開催します。 健康づくり推進課 

⾷育ミニ講座 

妊娠４〜９か⽉の初妊婦とその夫を対象に実施している教
室（妊娠中の⾷⽣活や体調管理のポイントなどを学ぶ）終
了後、⽣活習慣病予防のための⾷⽣活やその献⽴を紹介す
るミニ講座を実施します。 

すくすく子育て課
健康づくり推進課 

子育て何でも 
応援メール 
（新規） 

妊婦やその家族、乳児の保護者等を対象に、胎児や子ども
の⽉齢に合わせた育児や発達、⾷⽣活などの情報や、市か
らの子育て情報をタイムリーに配信します。 

すくすく子育て課 

02
家
庭
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る 

乳幼児集団健診 
（4 か⽉､１歳６か
⽉、３歳６か⽉） 

集団健診と同時に離乳⾷や幼児の⾷⽣活指導、栄養相談を
実施するほか、パンフレットなども配布し啓発を図ります。 すくすく子育て課 

乳幼児・妊産婦 
家庭訪問 

妊産婦や乳幼児がいる家庭を管理栄養士、保健師などが訪
問し、⾷事に関する指導などを⾏います。 すくすく子育て課

低出⽣体重児の 
育児支援 

低出⽣体重児の発育と発達を支援するため、管理栄養士や
保健師による⾷べ⽅教室や個別の栄養相談を⾏います。 すくすく子育て課

地域育児講座 
（再掲） 

乳幼児の保護者に育児や⾷に関する情報提供を⾏うととも
に、離乳⾷・幼児⾷講座を実施します。また、保健師や管理
栄養士、保育士が育児・栄養の相談に応じます。 

すくすく子育て課
ほいく課 

２歳児⻭科相談 

う⻭の好発時期である２歳児に対し、⻭科健診を⾏うと同
時に、⻭科衛⽣士による⾷習慣やブラッシング指導、保健
師や管理栄養士による育児や⾷⽣活に関する個別の相談に
応じます。 

すくすく子育て課 

育児相談 
乳幼児期における栄養・育児について、管理栄養士、保健
師が個別相談を定期的に実施します。また、電話や窓口で
の個別相談に随時応じます。 

すくすく子育て課 
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⾷
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
進
め
、 

 
 

 

家
庭
に
お
け
る
⾷
の
安
全
を
推
進
す
る 

⾷育講演会 
（再掲） 

就学前の子どもを持つ保護者、⾷に関⼼のある市⺠を対
象に、正しい⾷育の知識を伝え、⼼⾝ともに健康な子ど
もを育成することを目的に、医師、⻭科医師、管理栄養
士などを講師に招き、講演会を開催します。 

すくすく子育て課 

もぐもぐごっくん 
教室 

（再掲） 

４〜５か⽉児がいる保護者親を対象に、離乳⾷開始のタ
イミングから、形態・⾷べさせ⽅などを学ぶ教室を実施
します。また、プレママ・パパ教室の参加者と⼀緒に、
グループワークや離乳⾷のつぶし⽅体験を⾏い、妊婦と
その家族との交流を取り⼊れます。 

すくすく子育て課 

もぐもぐかみかみ 
教室 

（再掲） 

６〜８か⽉児がいる保護者を対象に、離乳⾷の量や形
態・メニューの紹介、２回⾷・３回⾷への進め⽅などに
ついて、体験実習を交えて学ぶ教室を実施します。 

すくすく子育て課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

          

 
 
 
 
 
 

手づかみ食べで 初めてのおにぎり🍙 
 

 
 
教室などで動画配信を活用 
オンライン講演会を開催 

◎デジタル化に対応した食育の視点 

03 
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大和市立図書館おすすめ 

子どもと一緒に読みたい「食育」の本 
 

 
 

おにぎりおにぎり 
 

おばあちゃんが、おかまでごはんを炊いて、 

おにぎりを作りました。できあがったのは、 

おいしそうな、うめぼしの入ったおにぎりです。 

「わたしもやりたーい」女の子もおにぎりぎゅっ！ 

お兄ちゃんもやってきてリズムにのって 

♪おにぎり ぎゅっ ぎゅっ おにぎり ぎゅっ！ 

みんなで食べるおにぎりはおいしいね！ 

 

著者：長野ヒデ子／作 おむすび舎  

おはようあさごはん 
 

食器たちに「あさですよ おはよう」とごあいさつ。 

おちゃわんさんはごはん、おわんさんはおみそしる、 

おさらさんは目玉焼きやトマト、コップちゃんはお茶を 

待っています。みんなの用意ができたら…？ 

シンプルな形と優しい色合いの食器たちが可愛らしく、

朝ごはんが楽しみになるぴったりの絵本です。 

 
 

著者：真珠まりこ／作・絵 ひさかたチャイルド

SiRiUS Select 

SiRiUS Select 
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離乳期に食体験を積み重ねることは、食育の第一

歩。 

初めての味、初めての食感、初めての匂い。離乳食

は初めての体験ばかりです。 

 

この食べものは何だろうな？「くん、くん、くん。

いい匂い」 

手で触ってみよう。「ぐにゃぐにゃするぞ」「わ！

冷たいな」 

お父さんの真似をして、大きなお口で「ぱくっ」 

お母さんの真似をして、スプーンを持ってみよう。

「ご飯がすくえるかな？」 

 

家族や身近な人の食べている姿に興味をもち、ど

んどん新しい体験を積み重ねていきます。 

離乳食は、子どもが健やかに成長するとともに、

このような豊かな経験を通して「食べる力」を養

います。 

 

昨今では、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の実現

に向け「持続可能で健康的な食事」が注目されて

います。食事の基盤は離乳食から成り立ちます。

誰一人取り残されることなく、すべての人が健康

で幸せな生活を送ることができるよう、離乳期か

ら「食べる力」＝「生きる力」を育んでいくことが

大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

離乳食から始まる、 

持続可能な食育

持続可能で健康的な食事とは 
個人の健康と幸福のあらゆる側面を促進し、環境負荷が少なく、入手しやすく、手ごろな価格で、

安全かつ公平であり、文化的に受容しやすい食事パターンである。 
持続可能で健康的な食事に関する指針：国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所より一部抜粋 
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のこさず たべたい だいすき おじや 

これ どんなあじ？ 
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施策２ 

学校、保育所等における食育の推進 

施策のねらい０１ 

授業等における指導を充実させ、体験の機会を増やす 
育の基盤は家庭にありますが、核家族

化や共働きの増加などを背景に、学校

などの役割が大きくなっています。 
成長期の食生活は、将来の食習慣の形成に大

きな影響を及ぼすため、教諭、養護教諭、栄

養教諭、栄養士等が連携し、教育活動全体を

通して、食に関する指導を推進していきます。 
また、児童生徒に広がっている、食生活の乱

れや運動量の減少などに起因する肥満、やせ、

生活習慣病などの健康課題に適切に対応し、 

改善を図ります。 
食育では、実際に体験することも大切です。

家庭科（技術・家庭科）での調理実習、生活

科での野菜の栽培体験、特別活動での協働体

験などを通し、食に対する意識を高めていき

ます。 
学齢期に、食に関する正しい知識を身につけ

るとともに、その中で多様な実体験を積み重

ねることで、よりよい食習慣を形成しようと

する態度が身につくように促します。 
 

施策のねらい０２ 

学校給食を活用して食育を進める 
人で寂しく食事をとる「孤食」や、家

族がそれぞれ好きなものを食べる「個

食」の増加に伴い、便利さが優先された食事

が増える中、日本の食文化や本来の家庭の味

が失われつつあります。 
家庭の食生活が変化している中で、学校給食

の果たす役割は大きくなっており、児童生徒

に食べ物本来の味を、五感を使って味わうこ

とができるよう、手作りにこだわっています。

心をこめて作られた料理を大切に食べること

は、心を育てることにもつながります。 
学校給食では、家庭の食事で不足しがちな栄

養素を補うことも考慮しながら、栄養バラン

スのとれた給食を提供することで、成長期に

ある児童生徒の心身の健康増進、体位の向上

を図ります。 
また、給食は望ましい食事のモデルでもあり

ます。豊かな給食を提供すること、また、献

立表や給食だより、試食会、学校給食展など

様々な機会をとらえ、家庭や地域に情報発信

することにより、食事についての理解を深め、

家庭や地域における食育が充実するきっかけ

としていきます。 
授業で扱った食材や学習したことを、給食を

通して再確認することにより、食への関心が

深まります。 
給食の準備から片付けまで、一連の活動を繰

り返し行うことで、食事のマナーなどが定着

することでしょう。 
また、みんなで楽しく食べることで、食事が

よりおいしく感じられ、苦手なものも食べて

みようという気持ちやきっかけにつながりま

す。 
地場産物を学校給食に取り入れ、児童生徒が

食品の産地や生産者への関心を高めることに

より、作ってくれた人への感謝の気持ちの醸

成や、地域への理解や愛着につなげていきま

す。 
食文化は、その土地の気候、風土から長い年

月を経て培われてきたものです。学校給食に、

地域の伝統食や、古来から伝わる行事食、ま

た、外国の料理も取り入れることで、児童生

徒の食文化に対する理解を促していきます。

食 

１ 
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施策のねらい０３ 

保育所等における食育を進める 

幼児期では、子どもの健やかな成長の

ため、発達段階に応じた望ましい食習

慣の定着を図ることが重要になります。 
保育所では、保育士、調理従事者、管理栄養

士、栄養士等が連携し、日々の保育の中に食

育を関連づけて、より効果的な取組となるよ

うに努めています。 
保育士など身近な大人に助けられながら、野

菜を栽培するなど、実際に食材に触れること

や簡単な調理体験、毎日の給食などを通して、

子どもたちが食事のマナーを学び、食を楽し

む気持ち、食べ物を大切にする心が育まれる

よう取り組みます。 
また、保育所給食は、安全で安心、栄養バラ

ンスに優れていることはもちろん、子どもの

発達状況も考慮しています。その給食を、子

どもたちが楽しく食べ、片付けまで行うこと

を通して、子どもの健やかな成長、協調性や

コミュニケーション能力の育成などを図りま

す。 
保育所等における食育の取組や食に関する情

報を保護者に提供し、理解と協力を得ること

は重要なことです。 
各施設特色ある食育の取り組みが行われてい

ますが、子どもは生活と遊びの中で意欲を持

って食に関わる体験を積み重ねて、自然の恵

みとしての食材や調理する人への感謝の気持

ちが育まれるため、更なる食育の推進に努め

ます。 
また、子どもを通じて、家庭での食生活改善

にもつなげていきます。 
保育所等は地域の子育て支援の役割も担って

いるため入所児童だけでなく、地域の子育て

中の家庭からの乳幼児の食に関する相談にも

対応しています。保育所等での様子や給食を

提示することにより、保育所給食を活きた指

導媒体として活用し、家庭での望ましい食生

活づくりを支援します。 

 

施策のねらい０４ 

食物アレルギーへの理解と安全な給食提供を進める 

物アレルギーを持つ児童生徒の増加に

より、給食をはじめとした様々な対応

が求められるようになっています。 
学校及び保育所等では、児童生徒の食物アレ

ルギーの実態を把握し、成長にあわせて十分

なエネルギーや栄養素を摂取し、楽しく食事

ができることが望まれます。 

そのため、食物アレルギーへの理解を深める

ことを目的に、教職員、保育士等の関係者へ

食物アレルギーに関する研修会を開催したり、

保護者への知識の普及啓発を行ったりしてい

きます。 
また、安全な給食を安心して食べられるよう

な環境整備を進めます。

 

  

乳

食 
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大和市立小中学校で、栄養教諭、栄養士による 
食に関する授業時間数（回数）は、 

１１２時間（回）／年 （令和５年度実績） 

⼤和市では、⼩中学校全２８校で⾷に関する指導の年間計画を策定しています。 
⾷に関する年間指導計画では、それぞれの学校教育目標に沿った⾷に関する指導の目標を定め、教科、
特別活動との関連などを考慮して活動を決め、栄養教諭・栄養士を中⼼に⾷育ネットワークを編成し、
取り組んでいます。 
⾷に関する指導では、児童⽣徒の気づきを促し、また、関⼼を高められるように、五感に働きかけるこ
とを⼤切にします。例えば丸のままの冬⽠に触れて、その感触や重さ、においを感じてもらう、紙芝居
や⼤型絵本などで目と耳で感じてもらうなど、様々な工夫をしながら、給⾷に含まれている栄養素が成
⻑にどのような役割を果たしているのか、給⾷ができるまでにどのような⼈たちが関わっているのか、
バランスのとれた⾷事を作るにはどのような⾷材を選べばよいのかなどを指導しています。 

 

 

大和市立小中学校の給食で使用している地場産物の割合は、 

３９.６％（金額ベース） 
（令和５年度 かながわ学校給食地場産物利用促進運動強化週間（2 週間）の実施報告 大和市結果） 

学校や保育所の給⾷で基本となるのは、安全で栄養バランスのとれた給⾷を提供することです。そのた
め、給⾷に使う⾷材は、国内産を原則としながら、安全性、品質、価格、供給の安定性などを考慮して
選定します。地場産物の活用は、新鮮でおいしい⾷材を使用し、安全な給⾷を提供できるだけでなく、
⾷に関する指導における⽣きた教材としても有効です。 
国や県では、給⾷での地場産物使用割合を現状値から維持・向上した市町村の割合を９０％以上として
います。⼤和市では少量多品目の⽣産⽅法をとっている農家が多く、⼤量に地場産物を確保することが
厳しいのが現状です。そのような中、供給体制を確⽴し安定供給するため、関係機関や地域の⽣産者と
の連携を深めながら給⾷に地場産物を積極的に取り⼊れ、⽣産者との顔の⾒える関係をつくることによ
り、地域や⽣産と消費に対する子どもたちの関⼼を高め、理解を深めています。 

 
 

公立保育所（全４園）で行っている食育指導の回数は、 

５７回／年  (令和５年度実績） 
公⽴保育所では、年齢別の⾷育計画を作成し、年齢に応じた目標を⽴てています。 
０歳児クラスから５歳児クラスまで、すべてのクラスで共通している目標に「お腹がすくリズムが持て
る子どもに」「⾷べたいもの、好きなものが増える子どもに」があります。 
おいしく⾷べるためには、⾷事をするタイミングでお腹がすいていることがとても⼤事で、お腹がすく
ことにより“⾷べたい”という意欲がわいてきます。⼗分に遊び、１⽇３回の⾷事とおやつを規則的に摂
り、⽣活環境を整えることで、お腹がすくリズムを繰り返し実感することができ、⽣活リズムを形成す
ることができます。また、⽉に２〜３回の⾷育指導を通して、子どもたちの⾷への関⼼と⾷べたいとい
う意欲を引き出していきます。 

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況
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 [食育に関する指導による主な成果の状況] 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[大和市立小中学校の給食で使用した市内農産物]  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】[公立保育所での食育指導のテーマ] 大和市ホームページで公開 

令和６年度 たべて元気!わくわくたべもの集会年間計画(管理栄養士) 

４月 楽しくたべよう ５月 手洗い上手になろう 

６月 よく噛んで食べよう ７月 上手に食べよう大好きおやつ 

８月 朝ごはんで元気いっぱい ９月 みんなで楽しく食べよう 

１０月 体の中の秘密 １１月 食べ物を大切にしよう 

１２月 なんでも食べて風邪予防 １月 食べ物の仲間と働き 

２月 おいしさを味わう ３月 うんちをだしていい気持ち 
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市内小中学校２８校中回答率８５．７％ 
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38 31 

令和５年度かながわ学校給食地場産物利用促進運動強化週間(２週間)の実施報告 大和市結果 

令和５年度「食に関する指導」実施状況調査（神奈川県）大和市結果   
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具体的な取組 

 
※⼩中学校とは、⼤和市⽴⼩中学校をさします。

評価指標 現状値（R５） 目標値 

⾷に関する指導の回数（年間授業数） １１２回 ２４２回 

（新）栄養教諭・栄養士による地場産物に係る⾷に関する 
指導の平均取り組み回数（各校あたり） 

― ⽉１２回以上 

地場産物を使用している割合 
学校給⾷ ３９.６％ ３９.６％以上 

公⽴保育所給⾷ ９.８％ ９.８％以上 

（新）国産⾷材を使用している割合 
学校給⾷ ９１.０％ ９１.０％以上 

公⽴保育所給⾷ ７２.５％ ７２.５％ 

⾷物アレルギー研修参加者の理解度 
① ⼩中学校  ② 保育所 

①１００％ 

②１００％ 

①１００％ 

②１００％ 

ねらい 具体的な取組 担当 

授
業
等
に
お
け
る
指
導
を
充
実
さ
せ
、
体
験
の
機
会
を
増
や
す 

⾷に関する指導の 
年間計画の策定 

各⼩中学校で、⾷に関する指導の年間計画を策定し、 
それに基づき⾷育を推進します 指導室 

⾷育の授業の実施 各⼩中学校の⾷育指導年間計画に沿い、栄養教諭を中⼼と
して、⾷育の授業を実施します。 指導室 

各教科と連携した 
⾷育の取組 

国語、社会、算数・数学、理科、家庭科など、各教科の授
業に⾷育の要素を取り⼊れて指導の充実を図ります。 指導室 

⾷に関する 
体験活動 

野菜の栽培体験や農家の⽅の話を聞くなど、各学校で特色
ある体験活動を実施します。 指導室 

⾷育担当者会議の 
開催 

⾷育に関する理解を深め、⾷に関する情報共有を図ること
を目的に⾷育担当者会議を開催します。 指導室 

⾷に関する 
啓発活動（充実） 

委員会活動の⼀環での学校放送による啓発や、給⾷に関す
るランチメモの配布など、各学校の取組を進めます。また、
学校における⾷育のホームページ整備や、⾷育リーフレッ
トの充実を図ります。 

指導室 
保健給⾷課 

栄養講話等の取組 
（新規） 運動部等に所属する⽣徒への栄養講話、普及啓発等 健康づくり推進課 

保健給⾷課 

01 
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ねらい 具体的な取組 担当 

学
校
給
⾷
を
活
用
し
て
⾷
育
を
進
め
る 

学校給⾷の提供 ⼩中学校（２８校）で、安全で栄養バランスのとれた完全
給⾷を提供します。 保健給⾷課 

学校給⾷への 
地場産物の活用 

新鮮で美味しい⾷材として、また、農業に対する理解と 
関⼼を深めるための教材とするために、市内または県内で
とれる地場産物を、学校給⾷に活用します。 

保健給⾷課 

学校給⾷での 
⾏事⾷、外国料理 

（充実） 

学校給⾷に⾏事⾷や外国料理をさらに取り⼊れ、児童⽣徒
への解説などを充実させます。 保健給⾷課 

給⾷を活用した 
啓発活動 

委員会活動の⼀環での学校放送による啓発や、給⾷に関す
るランチメモの配布、本に出てくる⾷材やメニューと給⾷
がコラボレーションした図書給⾷の実施など、各学校の取
組を進めます。また、給⾷だよりを配布します。 

保健給⾷課 

給⾷時間における 
⾷育指導の実施 

献⽴や地場産物に対する興味や関⼼を引き出すため、給⾷
を活用して指導を⾏います。給⾷の準備から配膳、⽚付け
までを通して、⾷事のマナーを⾝につけるとともに、協⼒
する姿勢などを養います。 

指導室 

図書給⾷の実施 「図書」と「給⾷」を組み合わせて児童⽣徒の興味関⼼を
高め、⾷育を推進します。 保健給⾷課 

学校給⾷に関する 
研修の実施等 

調理員等を対象に、給⾷調理に対する意識の向上や、⾷品
衛⽣に関する学習などを目的に調理従事者研修会を実施し
ます。 

保健給⾷課 

保護者への 
⾷育の推進 
（充実） 

学校給⾷展を開催し、学校給⾷への理解を深めるとともに、
給⾷をモデルとして栄養バランスのよい献⽴情報の発信等
を⾏い、保護者への⾷育を推進していきます。 

保健給⾷課 

学校給⾷での 
⽇本の⾷文化の 

普及啓発 

主⾷は県平均値を超えるようごはんを提供し、だし等⼿作
りを⼼がけて提供しています。また、⽇本に昔から伝わる
⾏事⾷や郷⼟料理を提供し、⽇本の⾷文化への理解を深め
ます。 

保健給⾷課 

02 
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大和市立図書館おすすめ 

ねらい 具体的な取組 担当 

保
育
所
等
に
お
け
る
⾷
育
を
進
め
る 

保育所給⾷の提供 公⽴保育所で、安全で栄養バランスのとれた完全給⾷を
提供します。 ほいく課 

保育所給⾷における
地場産物の活用 

⽣産者の顔がみえ、新鮮で安全、美味しい⾷材を使用し
ます。また、農業や農作物に対する関⼼を引き出すため
に、市内または県内でとれる地場産物を、公⽴保育所給
⾷に活用します。 

ほいく課 

保育所給⾷での⽇本
の⾷文化の普及啓発 

公⽴保育所給⾷はごはんを中⼼に、かつお節や昆布、煮
干しからとっただしで作る汁物と旬の⾷材や乾物類を
使用したおかずを組み合わせています。また、伝統⾏事
にあわせて、七草がゆや冬至のかぼちゃなどを給⾷に取
り⼊れて、⾏事⾷等を提供します。

ほいく課 

保育所給⾷での 
⾏事⾷、外国料理 

（充実） 

保育所給⾷に⾏事⾷や外国料理をさらに取り⼊れ、子ど
もへの解説などを充実させます。 ほいく課 

保育所の 
⾷育計画 

公⽴保育所は管理栄養士・保育士が中⼼となって、保育
所における⾷育及びわくわくたべもの集会の年間計画
を策定します。また、計画に基づきながら各園で特色あ
る⾷育を推進します。 

ほいく課 

クッキング保育 

公⽴保育所は管理栄養士・保育士が園児と⼀緒に、⾃分
達で栽培した野菜などを切ったり、カレー作りを実施す
るなど、園ごとに特色ある取組を実施します。（状況に
より、管理栄養士等のデモンストレーションに変更） 

ほいく課 

たべよう会の開催 
公⽴保育所は保育所に⼊所していない子どもを対象に、
⽉に１回、保育所で園児といっしょに給⾷を⾷べる「た
べよう会」を開催します。 

ほいく課 

保育所での 
⾷育指導 

公⽴保育所は計画に基づき定期的に管理栄養士による
わくわくたべもの集会を⾏います。また、園児と保護者
を対象に、保育士等が、保育参観や朝夕の送迎時など⽇
常の保育の中で、基本的な⽣活習慣を含む⾷育の指導を
⾏います。 

ほいく課 

永久⻭萌出期 
⻭科保健講習会 
（補助事業） 

市内幼稚園、保育所に通う４〜５歳児、保護者、教諭、
保育士を対象に、ブラッシング指導と同時に⾷育講話を
実施します。 

すくすく子育て課

保育所給⾷に関する 
研修の実施等 

保育士の資質向上のために、研修を実施するほか、外部
研修等にも保育士を派遣します。 ほいく課 

⾷
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
と 

安
全
な
給
⾷
提
供
を
進
め
る 

 

⼩中学校における 
⾷物アレルギー対策 

学校における⾷物アレルギーへの対応に万全を期する
ために「⾷物アレルギー対応の⼿引き」の周知や研修会
の開催などにより教職員等の関係者への啓発を図りま
す。 

保健給⾷課 

保育所における 
⾷物アレルギー対策 

「⼤和市⽴保育園⾷物アレルギー対応マニュアル」を活
用し、市内の保育士や職員対象のアレルギー研修を実施
します。また、必要に応じて、保育所給⾷でアレルギー
除去⾷を提供します。 

ほいく課 

04 

◎デジタル化に対応した食育の視点 

料理サイト（クックパッド）等を活用した普及啓発 

03 
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給食がますます好きになる「食育」の本 
 

すききらいなんてだいきらい 

にがてなものもひとくちたべてみよう 
ピーマンくんが給食室の前を通ると、すききらいランキング

が発表されていて、「ぼくってこんなにきらわれているの！？」

とショックでへこんでしまいました。すききらいなんてだいき

らい・・すききらいなんてだいきらい・・。でも、育ててくれたお

じいちゃんにピーマンくんのいいところを教えてもらったり、

どうしたらみんなに食べてもらえるか、作戦会議！きっときら

いなものも、ちょっとだけ好きになれる、そんな１冊です。 

著者：櫻井敦子／絵 堤ちはる／監修 少年写真新聞社 

給食室のいちにち 
栄養士さんの一日を通して、どのような工程を経て給食が作られるのか、

給食の安全を守るためにどのような工夫をしているかなど、給食に携わ

る人たちの思いに触れることができる絵本です。 

野菜を切ったり炒めたりする調理員さんの活気や、美味しそうな給食の

臨場感が伝わってきます。 

美味しく楽しい給食、給食を食べてきた人も、今給食を食べている人も、

給食のことがよく分かる１冊です。 

著者：大塚菜生／文 イシヤマアズサ／絵 少年写真新聞社  

やきざかなののろい 

ぼくはやきざかながきらいです！ 

「ぼくは、やきざかながきらいです。」おすしのおさかなはすきだけど、や

きざかなはきらいなぼく。 

たべてるふりをしたら、おふろにはいってるときも、寝ているときも、サン

ドイッチをたべてるときもやきざかなはついてきて、「きらわないでくれ～

ちゃんとたべてくれ～」と追いかけてきます。ついにやきざかなに食べら

れてしまったぼくはどうなるのでしょうか。 

おさかなをおいしく食べるって大事なんだよと教えてくれる 1 冊です。 

著者：塚本やすし／作 ポプラ社 

SiRiUS Select 

SiRiUS Select 

SiRiUS Select 
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学校給食では献立や食材について児童生徒が興味・関心を持つきっかけ作りとして、小

学校と中学校で本と食をコラボレーションした「図書給食」に取り組んでいます。食に関
心を持ち、積極的に給食を食べようとする気持ちを育むことで、給食の喫食率を上げ、児
童生徒の好き嫌いや食べず嫌いを減らし、「食べる楽しさ」を実感できる子どもたちにな
ってほしいと思っています。 

 
小学校では、どの学校の図書館にも置いてある本の中から、児童に親しみや興味がわ

く本を選定しました。夏は「やきざかなののろい」×「焼き魚（鮭）」、秋は「ハリーポ
ッター」×「シェパーズパイ」、冬は「給食室のいちにち」×「カレー・サラダ・ゼリ
ー」とコラボレーションしました。 

児童からは、「今日は本に出てくる給食の日でしょ！」「本の料理が給食になるなんて
すごい」「その本借りたい！」等の反応があり、本に出てくる献立を「食べてみたい」
という気持ちと、給食に出てきた献立の「本を読みたい」という気持ちが強まったよう
です。 

小学校・夏 

学校図書館× 

図書と 

給食という生きた教材を用いながら 

学校全体でおいしく楽しい図書給食の定着を目指す 

「や
き
ざ
か
な
の
の
ろ
い
」 

× 

焼
き
魚
（
鮭
）。
に
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中学校では、「世界の料理」をテーマに決め、関連する本の展示や料理の提供を行いまし
た。夏は、「世界の料理いただきます」×「ムサカ（ギリシャ）」、秋は、「ハリーポッタ
ー」×「シェパーズパイ（イギリス）」、冬は「三国志」×「麻婆豆腐（中国）」とコラボ
レーションしました。生徒からは、「給食で各国の料理が食べられるのは嬉しい」などの
感想が聞かれ、好評でした。 

 
小･中学校の図書給食を周知するため、ポスター・給食時間の放送原稿・レシピを作成し、

学校給食予定献立表や給食だよりに本のあらすじやレシピを掲載して、家庭への周知を行
いました。また、図書館司書と連携し、図書館に図書給食の関連コーナーを設置したり、図
書給食レシピの配布やクイズコーナーを設けたりしました。その結果、子どもたちが図書給
食に関連した本を手に取る機会が増え、家庭で給食について話題に上がるなど、「図書給食」
を通して食に対する興味関心が高まっています。これからも「おいしい」学校給食を生きた
教材として、子どもたちが「楽しいと実感できる」食育を進めていきたいと思っています。 

中学校・秋

に心をこめ

「世界の料理」をテーマにした本の展示や料理の提供で 

興味を引きだす 

「ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
」  

 

 
 
 

× 

シ
ェ
パ
ー
ズ
パ
イ
。
に

心
を
こ
め 

秋の図書給食 

  

学校給食がコラボ‼ 

給食 
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魔法の言葉と接し方

↑食育メッセージ絵本 

大和市立保育所の食育を親子で楽しめる絵

本にしたもの 

←食事支援ガイド 

食事支援の工夫をまとめたもの 
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でステキな変化が 

起きるかも

 
 

んなに忙しくても、子どもの成長を考えて、 

「お肉だけではなくお野菜も」「いろどりよく」「味

付けも少し薄味で」・・・色々考えて用意した食事を美味

しそうに残さず笑顔で食べてくれると、とても幸せな気

分になりますね。 

でも、いつもそうとは限りません。同じ生活リズムで

も、お子さんは食事の気分ではなかったり、この前は喜

んで食べていた同じメニューなのに今日はいやいやだっ

たり、疲れたのか眠いのかグズグズが始まったり、何が

気にいらなのか、そっぽを向いてしまったり。 

 いつでも笑顔で過ごしたい、そう思っていても子ども

の感情は大人の思い通りにはならないものです。 

 そんな時は、その感情をいったん受け止めてあげまし

ょう。 

「そっか、いやなの？そうだね、これは食べたくないんだ

ね」と受け止めた後、「ちょっとへらしてみる？」「一緒に

食べてみようか？」「（この中の）どれが食べたい？」大好

きな家族の言葉がけで、変化が起きるかもしれません。 

 大和市立保育所では、「楽しく食べる子どもをめざし

て」保護者とともに子どもの健全な育ちを確認しなが

ら、楽しく食べられる工夫をしています。 

 

子どもが自ら「食」に興味や関心を持ち、食事の雰囲

気が楽しければ、おいしく食べられることでしょう。 

＊食育メッセージ絵本と食事支援ガイドは、大和市のホ

ームページからもダウンロードできます。お困りごとを

解決するヒントが見つかるかもしれませんので、ぜひご

覧ください。 

ど 
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  学校給食の様子↑ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   食育「⽜乳が好きになるように」（公⽴保育所にて）↑ 
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施策３ 

地域における食育の推進 

施策のねらい０１ 

地域の担い手との連携を進める 

べることは生きることであり、食は人

の様々な活動と、おおよそ何らかの関

わりがあります。食と健康、食と環境、食と

農業、食と文化、食と教育など、関連する団

体と連携することで、食育の取組がより重層

的になり、発展性をもつようになります。食

育を市民に適切に浸透させていくために、市

民の生活に密着した活動を行っている地域の

団体（食生活改善推進員や健康普及員、地域

活動栄養士）等の活性化とその成果の向上に

向けた環境整備を図ります。また、地域でつ

ながり、食育推進の中核的役割を担うことが

できるよう、栄養や食文化、調理技術など食

に関する知識が身に付けられるよう支援しま

す。また、草の根活動としての食育活動を、

学校等との連携にも配慮して促進します。

 

施策のねらい０２ 

食育推進のための意識啓発を進める 
人でも多くの方が、食育の意義や重要

性に共感し、自分自身の取組が、周囲

の人々へも広がっていくように、食育の普及

と意識啓発を図ります。 

食育を推進するために、家庭・学校・保育所・

地域等の様々な場における自らの積極的な取

組を推進することに加え、行政・教育・保育

関係者・農林漁業者・関係団体などを含めた

様々な関係者がつながり、互いに連携を図り

ます。ＩＣＴ等のデジタル技術を有効的に活

用し、適切な情報提供や支援をしていきます。 

 

施策のねらい０３ 

食品の安全性や栄養等に関する情報を提供する 

品や栄養などについての膨大な情報が

溢れている中で、正しい理解をするこ

とは容易ではありません。また、食品の栄養

価や原材料など、その食品がどのような機能

を持っているかを理解できることは、食品の

選択にあたって非常に重要なことです。市民

一人ひとりが健全な食生活を送れるよう、厚

生労働省、農林水産省、消費者庁の情報の活

用や、県と連携した啓発の取組など、市民へ

の分かりやすい情報発信に努め、正しい選択

ができるよう促します。さらに、食品に表示

される事項である栄養成分表示や特別用途表

示、食品の期限表示、ＪＡＳマーク等につい

て、正しい理解と適切な使用ができるように

情報を発信します。日ごろの食事だけでなく、

災害時に備えた備蓄を推奨します。 
 
 

食 

１ 

食 
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食育に関心を持っている大和市民の割合は、 

６６.７％（令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 
⾷育の取組では、⼀⼈でも多くの⽅に⾷育に興味、関⼼を持っていただき、仲間を増やし
ていくことが重要になります。⾷は毎⽇の営みであることから、⾷を通じて、教育、農業、
環境など様々な分野へと取組を広げていくことができます。 
⼤和市⺠で⾷育に関⼼を持っている⼈は６６.７％となっており、国や県の調査結果より低
い結果でした。そのため、興味関⼼を引き出すことが必要となっています。また、⾷育に
関⼼を持っている⼈の⽅が、⾃分⾃⾝が健康であると感じている割合が高い傾向にありま
す。 

 

 

食生活改善推進員の地区組織活動 

（料理教室、イベント等）の参加者数は、 

年間１,６５０人（令和５年度実績値） 
⾷⽣活改善推進員は、地域密着、⽣活密着で市⺠の皆さんの⾷⽣活改善をお⼿伝いしてい
ます。⾷⽣活改善推進員養成講座を受講し修了すると、どなたでも推進員になることがで
きます。 
令和５年度は、料理教室や⽣涯学習センターまつり、やまと⾷育フェアなどのイベントに
携わりました。また、野菜を丸ごと使いきれるレシピ集の作成も⾏いました。感染対策が
緩和し、料理教室等が再開され、１,６５０⼈の参加者の皆さんと、⾷育に取り組みました。 
⽣活習慣病予防のメニューづくりでは、脂質、塩分を減らし野菜とカルシウムたっぷりの
料理を考え、イベント等で普及に努めています。更に、災害時の備えとして、災害時に役
⽴つパッククッキングやローリングストック等の普及啓発も⾏っております。

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況
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[大和市民の食育への関心と主観的健康感] 

  

 

 

［大和市民が災害時の食事のために、日頃準備していること］ 
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出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 
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評価指標 現状値（R5） 目標値 

⾷育の推進に関わるボランティアの⼈数 １８１⼈ 維持 

⾷育に関⼼を持っている市⺠の割合 ６６.７％ ９０.０％ 

（新）塩分を摂りすぎないようにするために取り組んでいる 
ことがある市⺠の割合 

７９.５％ ８０.０% 

⾷料品選択にあたって栄養価を重視する市⺠の割合 １９.７％ ２６.０％ 

⾷料品選択にあたって安全性を重視する市⺠の割合 ５２.１％ ８０.０％ 

 

具体的な取組 

ねらい 具体的な取組 担当 

地
域
の
担
い
⼿
と
の
連
携
を
進
め
る 

関係団体との連携 ⾷⽣活改善推進協議会と健康普及員連絡協議会が共催し
て、健康づくり料理教室を実施します。 健康づくり推進課 

⾷⽣活改善推進員 
養成講座 

地域における⾷⽣活改善活動及び組織的な活動を図るた
め、⾷⽣活改善の指導者を養成します。 健康づくり推進課 

⾷育に関する 
ボランティアの 
育成と活動支援 

地域で⾷育や⾷⽣活改善活動に取り組んでいるボランテ
ィアグループに対して情報提供や活動助成等の支援を⾏
います。 
※２０２４年３⽉現在、やまとボランティアセンターに
登録し、⾷育に関する活動をしている団体は次の３団体
です。①⼤和市⾷⽣活改善推進協議会、②栄養士みつわ
会、③⾷のアトリエ  

社会福祉協議会 

⾷
育
推
進
の
た
め
の 

意
識
啓
発
を
進
め
る 

健康づくり料理教室 
⾷⽣活改善推進員が作成した献⽴（ヘルシー・減塩・野
菜とカルシウムたっぷり⽣活習慣病予防のメニュー）等
を作る教室を実施します。 

健康づくり推進課 

若い世代への⾷⽣活
改善の啓発活動 

健康メニューや、⼿軽に作れる料理レシピなどをホーム
ページなどで配信します。 

健康づくり推進課 

02 

01 
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ねらい 具体的な取組 担当 

⾷
育
推
進
の
た
め
の
意
識
啓
発
を
進
め
る 

⾷事バランスガイド
の普及啓発 

⾷事バランスガイドについて、市のホームページや講習
会、講座、教室などで情報発信し、普及を図ります。 健康づくり推進課 

どこでも講座 
⼀般の⽅を対象にした⾷に関する講話を、管理栄養士が
⾏います。 

健康づくり推進課 

ミニサロンでの 
⾷育（⾷⽣活改善） 

の実施 

市内１１の地区社会福祉協議会では、介護予防並びに閉
じこもり防止を目的としたミニサロン事業を開催してお
り、サロンのプログラムに様々な介護予防メニューが取
り⼊れられるなか、⽣活習慣病予防のための栄養や⾷事
もテーマに取り上げています。 

社会福祉協議会
健康づくり推進課 

こども⾷堂への 
⾷に関する情報提供 

（充実） 

地域におけるこども⾷堂の活動がより円滑に進むよう支
援することを目的として、⾷に関する情報提供を⾏いま
す。 

すくすく子育て課
健康づくり推進課 
こども⻘少年みらい課 

 
   

⾷
品
の
安
全
性
や
栄
養
等
に 

 
  

関
す
る
情
報
を
提
供
す
る 

⾷中毒予防に関する 
普及啓発（充実） 

ホームページや各種講座、イベント等を活用し、災害時
も含めた⾷中毒予防の普及啓発を進めます。 

医療健康課 
健康づくり推進課 

⾷品表示等に関する 
わかりやすい 

情報発信 

健全な⾷⽣活を実践するために必要な⾷品表示等に関す
るホームページを更新するほか、啓発用リーフレットの
配布等を進めます。 

健康づくり推進課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

動画配信を活用した健康づくり料理レシピの普及 

◎デジタル化に対応した食育の視点 

02 

03 
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大和市立図書館おすすめ 

食について考えさせられる「食育」の本 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

やまと食育フェアに参加する健康普及員 

つながり続けるこども食堂 
地域のにぎわいづくり～居場所のある幸せ～こども食堂 

 

こども食堂のはじまりは、２０１２年東京都大田区の八百屋さ

んの活動がきっかけとなり、現在では７,３６３ヵ所と増え続け

ています。その背景として、社会問題となっている子どもの貧

困や孤食対策などがあります※。 

この本は、地域の多世代交流の場として、新しい可能性や役

割をもつ全国の「こども食堂」が紹介されています。未来へ

つなぐ社会活動としての「こども食堂」とはどのようなもの

か、知ることでつながる１冊です。 

 
※「NPO 法人全国こども食堂支援センター・むすびえ 調査・研究事業ページ」より 

 

著者：湯浅誠／著 中央公論新社 

SiRiUS Select 
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「食生活を見直したい」「食のボランティアをしたい」「和食を学びたい」など、食生活改
善推進員養成講座を受ける理由は様々です。 

講座修了後、食生活改善推進員（略して食改）になり、料理教室やレシピの作成、食のイ
ベントのお手伝いなど、地域で食のボランティアとして活動しています。 

うすあじでも、なぜかおいしく食べられる食改が作るレシピは、様々な工夫がされており、
素材の味を楽しみながら、新たな発見をすることが多くあります。 

他にも健康普及員協議会と共催で市内の各地区での活動や、⽇本の伝統的な食文化を継
承するための伝統料理教室など、知らず知らずに料理の腕が上がり、衛生面の知識も身に付
きます。 

自分の健康と家族の健康、そして地域を元気に。 
 
 
  

  つくる喜び。 

  ひろがる取組み。 
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「おいしく減塩する方法」を学ぶ（第 9 回やまと食育フェアにて） 
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・ 
施策４ 

多様な関係者と取り組む食育の推進 

 

施策のねらい０１ 

食に関する意識啓発と食育を進める 

により、食に対する考え方は違います。

また、食への興味関心も異なります。食

に無関心の方も自然に食育にふれる機会を増

やすことが大切です。市民が生活する様々な

場面で食に関する情報に触れる機会を増やし、

食への関心が高められるような取組を進める

ことで、一人の取組が、周囲の人々へ広がる

ような普及と意識啓発を進めます。例えば、

食育の拠点の一つとして図書館を効果的に活

用しながら、本と食という視点でも食の大切

さに気付くきっかけとなる食育を推進します。

食生活の多様化や食をめぐる状況の変化を踏

まえると、より一層きめ細かな対応や食育を

推進する食環境づくりが重要であることから、

食育に関する取組を市全体で計画的に進め、

多様な関係者と主体的かつ多様に連携・協働

していくことができる体制整備が重要です。 

そこで、飲食店や食品関連事業者などと協力

するだけでなく、図書館や大学、民間企業等、

多様な関係者とつながり、情報を共有するこ

とで、それぞれの特性を活かしながら食育を

進めます。 

 

 

施策のねらい０２ 

健康的な食環境づくりを支援する 

イフスタイルの変化により、家庭以外

で食事をとったり、調理済みの食品を

購入して職場や家庭などで食べる人が増えて

います。また、一人暮らしの方だけでなく、家

族がいても一人で食事をする「孤食」も増え

ています。 

楽しく健康的な食生活を送るためには、自 

ら健全な食生活を実践するだけでなく、共 

食しやすい社会環境の促進、外食や中食で 

も健康的な食事を選択できる環境づくりや、

健康や食に関心がない人も自然に健康になれ

る取組が必要です。大和市では、市民が健康

的な食事ができる食環境づくりを支援するだ

けでなく、健康づくりを習慣化する取組や外

出しやすいまちづくりも進めます。

人 

ラ 
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適切な食事（必要なエネルギー量、栄養バランス 

など）を知っている大和市民の割合は、 

５２.６％（令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 
⽣涯にわたって⼼⾝の健康を保つためには、何より健全な⾷⽣活を実践することが⼤切です。
主⾷・主菜・副菜を組み合わせた献⽴を意識し、栄養バランスに配慮した⾷事をとること、
カロリー（エネルギー）や⾷塩の調整を⼼がけることで、適正体重の維持や⽣活習慣病の予
防になり、ひいては健康寿命を延ばすことにもつながります。⼤和市では、⾃分にとって適
切な⾷事内容・量を知っている者は５２.６％となっており、半数程度の市⺠が⾷事に関する
知識の不足を感じている状況です。 
１⽇に何をどれだけ⾷べればよいか、迷った時には、性・年齢・⾝体活動量別に設定されて
いる⾷事バランスガイドを活用してみましょう。 

 
十分な量の野菜を食べていると感じている大和市民の割合は、 

３９.７％（令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 

１⽇あたりの野菜類の平均摂取量は、男性２７７.８ｇ、⼥性２６３.９ｇです（令和４年国⺠
健康・栄養調査より）。この１０年間でみると、男⼥とも有意に減少しています。年齢階級別
にみると、男⼥ともに２０歳〜４０歳代で少なく、７０歳以上で多い結果となっています。
１⽇に必要な栄養素を確保したり、⽣活習慣病を予防したりするために、１⽇に必要な野菜
摂取量は３５０ｇが推奨されています。現状では、男⼥とも約７０ｇ程度、⼩鉢１皿分の量
が不足しています。不足分を補うため、外⾷では野菜の多く使用されている料理を選ぶなど、
意識して野菜をとるようにしましょう。⼤和市では、外⾷でも野菜をしっかりとれるお店を
「やまと⾷の応援団」として登録したり、‟毎⽇プラス１皿の野菜“の普及啓発を進めたりし
ています。 
 

ふだん誰かと一緒に食事をとる大和市民の割合は、 

７５.４％ （令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 

家族や友⼈と⼀緒に⾷事をとる「共⾷」は、栄養の摂取だけでなく、⾷事の楽しさ、おいし
さ、⾷欲増進にもつながり、いきいき過ごす原動⼒にもなります。 
時間を共有するため、お互いの体調や気持ちを知ることができ、相⼿を思いやる気持ちが⽣
まれ、コミュニケーションが広がります。また「共⾷」は、準備、⾷事、⽚付けという⾷⾏
動を⼀緒に⾏うことで、栄養⾯や健康⾯、料理などの知識やマナー等を知るだけでなく、そ
れを伝承していくことができる⼤切な営みでもあります。 
⼤和市で、１⽇に１回以上、誰かと⼀緒に⾷事をとる⼈は７５.４％となっています。⼥性の
⽅が男性よりも割合が高くなっており、特に３０歳代の⼥性は、全年齢層で最も高く８８.
９％となっています。 

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況
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[大和市民の適切な食事（必要なエネルギー量、栄養バランスなど）を知っている者の割合]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[大和市民の野菜摂取量と外食頻度の関係]  
 

 

 

 

 

 
[ふだん誰かと一緒に食事をとる大和市民]  

 
 

  

ほぼ毎日

(n=32)

週に4～5日

(n=53)

週に2～3日

(n=139)

週に1日

(n=301)

ほとんどしない

(n=519)

15.6 

34.0 

32.4 

40.5 

44.3 

81.3 

66.0 

64.0 

58.1 

52.6 

3.1 

0.0 

3.6 

1.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%外食の頻度 

あなたは十分な量の野菜を食べていると思いますか  はい  いいえ  無回答 

74.4
70.0 72.2 71.5 74.4

69.669.1

88.9
80.8 81.3

73.1
69.0

0

20

40

60

80

100

19歳以下 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

(%)
男性 女性

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

10.0 10.5 6.8 4.0 3.4 5.3 6.3

45.0 38.9 42.4 46.6 45.9 46.4
55.3

40.0 44.2 42.4 39.8 41.5 41.6 29.1

5.0 5.3 7.6 8.0 7.7 4.3
3.4

0.0 1.1 0.8 1.7 1.4 2.4 5.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

19歳以下 20〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60〜69歳 70歳以上

よく知っている だいたい知っている あまり知らない まったく知らない 無回答
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評価指標 現状値（R5） 目標値 

⼗分な量の野菜を⾷べている市⺠の割合 ３９.７％ ４３.0％ 

ふ だ ん 誰 か と ⼀ 緒 に ⾷ 事 を と る 市 ⺠ の 割 合  ７５.４％ ８０.０％ 

適切な⾷事内容、量をよく知っている市⺠の割合 ５２.６％ ５９.０％ 

⾷育イベントの参加⼈数 １,７７７⼈ 増加 

やまと⾷の応援団に登録している飲⾷店の数 １０１店 １００店 

 

具体的な取組 

 

ねらい 具体的な取組 担当 

01
⾷
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
⾷
育
を
進
め
る 

図書館での⾷育の取組 

図書館で管理栄養士等の専門職による講座を開
催します。 
また、健康度⾒える化コーナーにて、⾷（栄養）
に関する情報提供を実施します。 

⼤和市⽴図書館 
健康づくり推進課 

⾷育に関する 
啓発イベント 

⾷育関連イベントを開催し、図書館を活用した市
⺠への意識啓発を図ります。 
また、関係団体や企業と連携して、⾷育に関する
イベントを開催し、市⺠の意識啓発を図ります。 

⼤和市⽴図書館 
健康づくり推進課

保健給⾷課 

⾷育に関する 
推薦図書の紹介 

図書館にて、⾷育関連図書の展示および配架を⾏
います。 ⼤和市⽴図書館 

図書給⾷の実施 
（再掲） 

「図書」と「給⾷」を組み合わせて児童⽣徒の興
味関⼼を高め、⾷育を推進します。 保健給⾷課 

産学官の連携による 
⾷育の推進 

⼤学や⺠間企業等と連携することでそれぞれの
特性を⽣かして⾷育を進めます。 健康づくり推進課 

市内飲⾷店・企業等と 
連携した取組 

（充実） 

市内飲⾷店や⾷品関連事業者などに、健康的な⾷
に関する情報提供を⾏うことにより、それぞれの
特性を活かしながら連携し⾷育を進めます。 

健康づくり推進課 
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ねらい 具体的な取組 担当 

01
⾷
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
⾷
育
を
進
め
る 

野菜摂取の普及啓発 
 

毎⽇プラス１皿の野菜 
（充実） 

⼤⼈が 1 ⽇に必要な野菜の摂取量 350ｇが達成
できるよう啓発グッズの配布やポスター掲示で
普及啓発を⾏います。 
※ベジファースト（野菜から⾷べて、最後は残さ
ずごちそうさま）も合わせて推進 

健康づくり推進課 

⾷育の⽇ 
家族だんらんの⽇ 

⾷育を市⺠に浸透させるため、国で定めた⾷育の
⽇（１９⽇）を「家族だんらんの⽇」として周知
します。 
また、市内飲⾷店等において、⾷育の⽇に「いっ
しょに⾷べようデー」を実施し、地域で⾷育に関
⼼を持つきっかけづくりを⾏います。 

健康づくり推進課 

02
健
康
的
な
⾷
環
境 
づ
く
り
を
支
援
す
る 

やまと⾷の応援団登録 
（充実） 

市内飲⾷店・企業等と連携して、外⾷でも健康
的な⾷事ができる環境づくりを進めます。 

健康づくり推進課 

やまと⾷の応援団パンフレットを活用し、⾷に
関する意識啓発や、健康支援型配⾷サービス、
子ども⾷堂の周知を⾏います。 

ヤマトン健康ポイントの目的に賛同し、事業の
促進及び普及啓発に協⼒してくれる店舗をヤマ
トン健康ポイント協⼒認定団体として登録する
ことで、飲⾷店でも健康づくりに取り組むきっ
かけと習慣化を支援します。 

やまと⾷の応援団と 
コミュニティバスによる

外出促進 
（新規） 

やまと⾷の応援団の情報とコミュニティバスの
ルートマップを合わせることにより、外出促進
や共⾷の推進、コミュニティバスの利用促進な
どを進めます。 

健康づくり推進課 
まちづくり総務課 

 

電子図書館を活用した普及啓発 

◎デジタル化に対応した食育の視点 
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大和市立図書館おすすめ 

 誰かと一緒に食事がしたくなる「食育」の本 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ともに食べるということ  

日本社会において「ともに食べる」とは 

 

コロナ下では、家族以外の人と食事をすることが制限され、 

会話をしながら食べる「共食」について考えるきっかけとなりました。 

日本人の家庭での食べ方としては、比較的新しい 

「共食を楽しむ」という考え方を、フランスの共食文化と 

比較しながら探っていきます。 

著者：福田育弘／著 教育評論社  

 

SiRiUS Select 
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外食でも健康的な食事を
とりたい。健康的でも美味
しいものが食べたい。そん
なときは『やまと食の応援
団』を活用してみませんか。 

やまと食の応援団は健康
的な食を応援するお店です。
次の 3 つの要件を１つ以上
満たし、健康的な食事がで
きる飲食店等を市で登録し
たものです。 
①からだおもいの（バラン
スの良い料理（食事）を提供
／健康的な食事に関する情
報を提供／栄養成分表示等
の表示／塩分ひかえめ） 
②やさいがとれる（1 食あ
たり野菜を 120g 以上使用
する料理あり／副菜から先
に提供／毎⽇プラス 1 皿の
野菜普及啓発／地場産物を
1 品以上使用したメニュー
を提供） 

③たのしい（シルバーメニ
ューを工夫／毎月 19 ⽇は
『いっしょに食べようデー』 
／3 世代での来店特典あり
／様々な世代が楽しめる工
夫あり） 
登録店を紹介するパンフ

レットには、健康支援型配
食サービスやこども食堂、
ヤマトン健康ポイントが付
与されるお店も掲載されて
います。また、8 月の『やま
と食育フェア』で実施した、
やまと食の応援団の食リポ

より、登録店を利用した市
⺠の声が掲載されました。
更に、『うすあじ de おいし
さ発見』をテーマに、登録店
のみなさまに伺った、『うす
あじでおいしい』家庭でも
実践できる料理の工夫を掲
載しました。 

パンフレットとは別に、
市のコミュニティバスとコ
ラボした『大和市バスでお
でかけマップ』もあります。

やまと食の応援団 ―広がる取組― 

WIN×WIN な関係 

2018 2020 2022 2024

35

やまと食の応援団登録店舗数 

（店舗数） 

100 

50 

0 

53
73

82 95 101 

（年）

年度末集計 
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第 10 回やまと食育フェアにて 
「朝ごはん、あなたは何派︖」に投票する⼥の子 
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施策５ 

地産地消や食を取り巻く環境に配慮した取り組み 

 

施策のねらい０１ 

地産地消を進める

域で作られた農産物を、その地域で消

費することには多くの意義がありま

す。まずは、生産者と消費者の顔の見える関

係づくりです。自分が住む地域の人が作った

農産物であれば、安心感、親しみがわき、地

場産物を食生活に積極的に取り入れること

で、地域への愛着も深まります。また、農産

物を新鮮なうちに食卓に上げることができ

るため、食生活を豊かにすることにも貢献し

ます。 

生産者にとっては、地域の人たちの食を支え

ているという自負につながります。特に学校

や保育所の給食は、給食を食べる子どもたち

の顔が見えるため、丹精込めて作物を作る、

やりがいにもなります。 

食育においては、実際に体験することが重要

です。自分が食べている物がどのように作ら

れているかを知り、実際に作るといった体験

を親子で共有することで、食生活が変わり、

次の世代へも引き継がれていきます。 

また、農産物を遠く離れた消費地まで輸送す

ることは、それだけ多くのエネルギーを消費

することにもなるため、地産地消には環境へ

の負荷を低減する効果もあります。

 

施策のねらい０２ 

食品ロスの削減につながる食育を進める 

品ロスは、年間４７２万トン（事業系

２３６万トン、家庭系２３６万トン

（令和４年度推計））発生していると推計さ

れています。食料の生産は、すべて自然の恩

恵の上に成り立っています。また、食という

行為は、動植物の命を受け継ぐことでもあり

ます。 
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）のひとつに、

「持続可能な生産消費形態を確保する」こと

が掲げられ、国民一人一人が食品ロスの現状

やその削減の必要性について認識を深め、自

ら主体的に取り組むことが不可欠です。 
学校や保育所等では、給食を通じ、食物を大

事にし、食物の生産にかかわる人々に感謝す

る心を持つように伝えてきました。 
残さず食べたり、無駄なく調理したりするこ

とは、その感謝の表れと言えます。 
家庭では、食材を買いすぎない、料理の作り

すぎを防ぐ、個別の状況に合わせて手前取り

をするなど、毎日の暮らしの中でできること

から始めます。食品ロスを減らすためには、

このように、一人ひとりの意識を変えること

が大切です。 
また、食生活を送るにあたり発生してしまう

ごみについては、ごみの量を減らしていく

「減量化」と資源として再利用する「資源化」

の２つの点から考えられるよう、意識啓発を

行う必要があります。 
他にも、食品ロスの削減に貢献するような食

育推進活動を様々な角度から進めていきま

す。 
   

地 

食 
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食料品を選ぶときに 

地場産品を重視する大和市民の割合は、 

１４.０％（令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 
⽇頃、⾷材を選ぶときに考えることは何でしょうか。価格、鮮度、栄養価など。 
⼤和市で、⾷料品を選ぶときに地場産品であることを重視している⼈の割合は、１４.０％となっ
ています。５０％を超える⼈が重視するとした項目は、価格、鮮度、安全性、おいしさとなって
おり、地場産品を重視する⼈は⽐較的少ないことがうかがえます。 
 

自分で野菜を作った経験がある大和市民の割合は、 

４６.８％（令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 
⾃分の⾷卓に上がる⾷べ物が、どのように作られているかを知ることは、⾷への理解を深め、⾷
に感謝するこころを養うために⼤切なことです。 
⼤和市⺠のうち、⾃分で野菜を作った経験がある⼈は４６.８％となっています。性別にみると、
男性４２.０％、⼥性５０.４％と、⼥性の⽅がやや多くなっており、特に２０歳代の男性では、 
３５.９％と低くなっています。 
 

 

大和市の家庭から出る生ごみのうち、食品ロスは、 

３,６８９ｔ（令和５年度 ごみ組成分析 大和市推計値） 

国の「第四次循環型社会形成推進基本計画」では、国連の「持続可能な開発計画（ＳＤＧｓ）」を
踏まえ、２０３０年度までに家庭からの⾷品ロスを半減するとの目標が定められました（環境省 
ＨＰ）。 
⾷品ロスの内訳は、事業系廃棄物由来のもの約２３６万トン、家庭系廃棄物由来のもの約２３６万
トン。つまり⾷品ロスの約半数は、家庭から排出されています。「買いすぎない、作りすぎない、
残さない」でこれらを減らすことができます。（消費者庁⾷品ロス削減ガイドブック（令和６年度
版））。 
また、環境保護の観点からも、ごみの減量化、資源化は重要な課題となっています。⼤和市の家庭
ごみ（燃やせるごみ）のおよそ半分の重量を、燃えにくい⽣ごみが占めています。⽣ごみの量が減
ることで収集⾞の燃費も良くなり、ごみを燃やす時間も短くなります。⽣ごみの約８０％を占める
⽔分の量も減るため効率的に燃やすことができ、余分な温室効果ガスの排出削減に繋がり、ごみの
処理に必要となる費用も削減できます。 
 

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況
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 [食料品を選ぶときに重視すること] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[野菜を作った経験がある大和市民] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[大和市におけるごみの種類組成と厨芥類（食べ残し、野菜くず）等の内訳] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70 
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0
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100
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（％） 男性 女性

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

厨芥類 

48.9 

食品 
ロス 

5 

14 
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39 
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52 
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82 
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環境に配慮

地場産品

天然・自然素材

栄養価

簡便性（調理が簡単など）

産地

旬・季節感

好み

おいしさ

安全性

鮮度

価格
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出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

令和５年版 清掃事業の概要より作成 

厨芥類

42.7

紙・布類

31.2

ビニール類

15.4

木・竹類

1.8

不燃物類

0.1

その他

8.8

令和５年度

ごみの種類組成平均値（湿分析）

（％）

調理くず、

不可食部

73.0

直接破棄

12.5

食べ残し、

飲み残し

9.9

過剰除去

4.6

厨芥類内訳

（％）
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具体的な取組 

ねらい 具体的な取組 担当 

01
地
産
地
消
を
進
め
る 

⼤和市⺠朝霧市、 
夕やけ市、 

中央林間・やまと、 
おさんぽマート 
（補助事業） 

⼤和の農産物の消費拡⼤や、農業への理解を深めてもらう
ため、週に１回（夕やけ市やまとは⽉に２回）、⻘空直売
市を開催します。 

農業応援課 

やまと産業フェア 
（補助事業） 

⼤和市の地場農産物、農産物加工品、植木・苗物の品評会
を実施します。また、写真・ポスター等の展示により⼤和
市の農業をＰＲします。 

農業応援課 

地場農産物の品評会 ハウス野菜、夏野菜、果樹など、⼤和の農産物の品評会を
⾏います。 農業応援課 

親子料理教室 ⼩中学⽣とその親を対象に、野菜の収穫体験と、その野菜
を使った料理教室を開催します。 農業応援課 

親子農業⾒学会 ⼩学⽣とその親を対象に、野菜や果物の収穫体験を⾏いま
す。 農業応援課 

米・野菜に関する 
作文コンクール 

市内⼩学⽣から米・野菜に関する作文を募集し、優秀な作
品を表彰、公開します。 農業応援課 

地元野菜を積極活用する 
飲⾷店を応援 

（新規） 

⼤和市の地場農産物を使用したメニューを提供する市内
飲⾷店等を「⼤和地場野菜の⾷べられるお店」としてＰＲ
します。 

農業応援課 

学校給⾷における 
地場産物の活用 

（再掲） 

新鮮でおいしい⾷材として、また、農業に対する理解と関
⼼を深めるために、市内または県内でとれる地場産物を、
学校給⾷に活用します。 

保健給⾷課 

保育所給⾷における 
地場産物の活用 

（再掲） 

新鮮でおいしい⾷材として、また、農業に対する関⼼を引
き出すために、市内または県内でとれる地場産物を、公⽴
保育所給⾷に活用します。 

ほいく課 

⼤和市⺠農園の運営 
緑と⼟に親しみ、野菜や草花の栽培などの体験を通して都
市農業への関⼼と理解を深めてもらうため、市⺠のふれあ
いの場として⼤和市⺠農園を開設します。 

農業応援課 

評価指標 現状値（R５） 目標値 

⾷料品を選ぶときに、地場産品を重視する市⺠の割合 １４.０％ ２０.０％ 

⾃分で野菜を作った経験がある市⺠の割合 ４６.８％ ５０.０％ 

（新）⾷品ロス削減のために取り組んでいる市⺠の割合 ８９.５％ ９６.０%以上 
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ねらい 具体的な取組 担当 

02
⾷
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
⾷
育
を
進
め
る 

学校、保育所における 
⾷品ロス削減に 

つながる⾷育活動 

給⾷を通じ、⾷事ができるまでの過程を知り、農作物や海
産物、畜産物等の⾷べ物や働く⼈々に感謝して⾷べる⼼を
育てます。 

ほいく課 
保健給⾷課 

指導室 

ベジファースト 
野菜から⾷べて、最後は 

残さずごちそうさま 
普及啓発 

⾷へ感謝する気持ち、ごみの減量化を図ることの普及啓発
を⾏います。また、やまと⾷の応援団登録店等と協⼒して
普及啓発に努めます。 

健康づくり推進課 

ごみ減量化・資源化 
につながる⾷品ロス削減 

に関する普及啓発 
（充実） 

⼤和市から発⽣するごみの約４割を占めている、⾷品に起
因するごみを減らし、環境負荷を低減するため、⾷品ロス
削減に関する普及啓発を講座やイベント、広報などを活用
して⾏っていきます。 

資源循環推進課 

もぐもぐかみかみ教室 
（再掲） 

６〜８か⽉児がいる保護者対象の教室で、保存のきく⾷材
や、同じ⾷材を使った離乳⾷のメニュー、アレンジ⽅法な
どを紹介し、⾷品ロスの少ない調理⽅法を周知します。 

すくすく子育て課 

おべんとう教室 
（再掲） 

３歳以上（就学前）の親子対象の教室で、同じ⾷材を使っ
た幼児⾷のメニューやアレンジ⽅法などを紹介し、⾷品ロ
スの少ない調理⽅法を周知します。 

すくすく子育て課 

地域育児講座 
（再掲） 

乳幼児の保護者に育児や⾷に関する情報提供を⾏うとと
もに、同じ⾷材を使った離乳⾷や幼児⾷のメニュー、アレ
ンジ⽅法などを紹介し、⾷品ロスの少ない調理⽅法を周知
します。 

すくすく子育て課 
ほいく課 

 
 
 
 
 
  

 
 
新規の方に、定期的な市や直売所以外で、地場農産物に触れていた 
だけるように、地元農家の方々の協⼒で、即売会を開催。SNS を活用し、 
たくさんの人がイベントに参加できるように、新しい情報発信にも挑戦中です。 

◎デジタル化に対応した食育の視点 
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大和市立図書館おすすめ 

食べ物の大切さを実感する「食育」の本 

 

大接近！工場見学 ごみとリサイクル編 

大きな写真でのぞいてみよう 

どうしても出てしまう、給食の食べ残し。その後、どうしてい

るでしょう？捨ててしまう？いえいえ、何やら大事そうに、近く

の工場へ運んで行きましたよ。 

すりつぶしたり、乾かしたり、発酵させたり･･･ 

めぐりめぐってまた、おいしいお肉や野菜に大変身！？ 

食べものを、いのちを、地球を、大切に思う人たちの取組を

紹介します。 

 

著者：高山リョウ／構成・文 写真／富永泰弘 岩崎書店

ほんとうにあった食べものと命のお話 
 

著者：笠原良郎、浅川陽子／監修 講談社  

おどろきと感動！“食べもの”をめぐる実話 
 

なかよしの牛のみいちゃんが、お肉になってしまう？ 

サッカー日本代表の 24 人目の選手はシェフ？ 

世界中にある、くさ～い食べものって！？ 

私たちが食べている給食やお弁当にも、知らないことがいっ

ぱい！食べるって何て素晴らしいことでしょう。 

すべてほんとうにあった、すてきな 10 のお話を、いっしょに

旅してみませんか。 
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新鮮な地場農産物を供給してくれる生産者のみなさま 
上︓JA さがみ さくら野菜マート 

下︓JA さがみ つるま農産物直売所(第２) 
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＊＊おまけの話＊＊ 
年に１度、学校給食のメニューとして「ヤマトン汁」が登場。 
津久井在来大豆と大和の田んぼでできたお米を使って仕込んだ“味噌”、地場野菜の大根

や人参・白菜等を使って作ると、大和で採れた食材の“うまい汁”となる。 

き
な
粉
が
で
き
る
ま
で
の
道
の
り
は
… 

 

６
月
＝
大
豆
の
種
を
ま
き 

 

７
月
＝
芽
が
出
て
、
双
葉
か
ら
本
葉
へ
と
成
長 

 

８
月
＝
花
が
咲
き
、
実
と
な
る 

 

10
月
末
11
月
＝
収
穫
し
、
乾
燥
さ
せ
る 

 

１
月
＝
品
質
検
査
後
、
加
工
場
へ 

  

き
な
粉
に
な
る
ま
で
ま
で
も
う
一
息
！ 

 

大
豆
を
炒
る 

 
 

 

↓ 
 

選
別 

 
 

 
 

↓ 
 

粉
砕 

 
 

 
 

↓ 
 

き
な
粉 

 
 

 

そ
し
て
、
給
食
で
使
う
き
な
粉
に
な
る
。 
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＊＊津久井在来大豆とは＊＊ 
神奈川県の伝統的な大豆。 
ショ糖含有量が高く、甘みのあるおいしい品種。 
平成２２年に「かながわブランド」に認定されている。 

大
和
の
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
。 

そ
れ
は
、手
間
暇
か
け
て
丁
寧
に
作
っ
て
い

る
農
家
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。 

収
穫
し
て
、す
ぐ
に
直
売
所
で
販
売
さ
れ
る

野
菜
た
ち
は
、
学
校
給
食
の
食
材
と
し
て 

届
け
ら
れ
る
こ
と
も
。 

令
和
５
年
度
か
ら
は
、大
和
で
採
れ
た
津
久

井
在
来
大
豆
で
作
っ
た
「
き
な
粉
」
が
給
食

の
食
材
と
し
て
提
供
さ
れ
た
。 

大
和
の
津
久
井
在
来
の
大
豆
づ
く
り
は
平

成
22
年
に
14
軒
の
農
家
か
ら
始
ま
っ
た
。 

収
穫
さ
れ
た
大
豆
は
、そ
の
ま
ま
使
わ
れ
る

ほ
か
味
噌
に
加
工
さ
れ
給
食
の
食
材
と
な

っ
て
い
た
。 

こ
れ
ま
で
は
、き
な
粉
に
加
工
し
て
く
れ
る

と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
ず
提
供
で
き
な
か
っ

た
が
、
こ
こ
で
「
き
な
粉
」
と
し
て
提
供
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

新
鮮
野
菜
と 

 

津久井在来大豆 
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政が処理を行うごみ  

の統計や費用負担に

は、「大きさ」ではなく

「重さ」という基準が

全国的に使われています。大和市

では年間７万トン弱のごみが発生

し、それをリサイクルや最終処分

を行う為に４０億円強の費用が

かかっています。 

 

そのごみの中で、大和市で最も

重さを占めているのは実は、 

生ごみなのです。「金属など、燃え

ないごみの方が重たいのでは？」

と感じるかもしれませんが、発生

量では、一番の重さを占めている

のは生ごみになります。具体的に

は、大和市で発生するごみの約４

割は生ごみです。よって、生ごみ

がゼロになれば、大和市のごみを

かなり減らすことができます。 

行 食べきり 

水きり 

 生ごみはしっかり水を切ることが何より大切です 

さらに、ごみ袋の中身が出ないよう、中の空気を抜いて、しっかり縛るのがポイント。

日本では、 

食料を海外からの輸

入に大きく依存する一

方、大量の食品ロスが 

発生しています 

使いきり 
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 生ごみに水分が含まれていると重

たくなり、ごみ収集車の燃費が悪く

なるし、運んだ後に処理施設で焼却

する際も燃えにくくなります。これ

らはすべて市のごみ処理費用に響い

てきます。焼却する際の排ガス対策

や、埋め立て処分、資源化すること

を、安全・安心に行うことには、高

い技術と費用がかかります。ポイ捨

てやルール違反のごみへの対応にも

当然、余計に費用がかかります。 

 

このように、ごみ処理は非常にお

金がかかるのですが、結局はそれだ

けお金をかけても、焼却灰が生まれ

るだけです。ごみ処理にかかるお金

を節約して、公園に素敵な遊具が増

えたり、図書館の蔵書が増えたりし

た方が、みんなが喜んでくれる。そ

うなればいいなと思いませんか？ 

私たちにできること、無駄に買いす

ぎないこと、野菜の皮まで調理する

こと、食べ残しを減らすこと、外食

時においては食品衛生面に配慮しな

がら食べ残しの持ち帰りをすること

など、身近なことから取り組んでみ

ませんか。 

  

食べられるのに、捨てられてしまう食べ物をなくしたい 

日本で、まだ食べられるのに廃棄される食品、いわゆる「食品ロス」は４７２万トン※。 

これは、世界中で飢餓に苦しむ人々に向けた世界の食料支援量とほぼ同等に相当します。 

※農林水産省及び環境省「令和 4年度推計」

10 月 
食品ロス 
削減月間 
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芋ほり（市⺠農園にて) 
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施策６ 

食文化の継承に向けた食育の推進 

 

施策のねらい０１ 

地域の行事食や伝統的な食事を知る 

界的にも評価の高い「日本型食生活」

は、戦前の伝統食や戦後の食糧不足に

よる低栄養の食事に欧米食が導入され、様々

な栄養改善活動の結果として形成されてきま

した。 
私たちの食生活の原型は伝統的な和食にあり、

その文化的価値は２０１３年に和食が「ユネ

スコ無形文化遺産」に登録されたことからも

うかがえます。 
食文化は、人々の心に深く根差したものであ

り、自国の食文化に対する理解を深めること

は、他国の文化を理解するうえでも重要です。 
これからも、時代の変化に沿って食文化を発

展させていくためには、私たちの食生活の原

型を知り、引き継いでいくことが重要になり

ます。 
 

 

施策のねらい０２ 

食文化への興味を引きだし、担い手を育成する 

域の伝統的な食文化は、家族の中で親

から子、孫へと自然に引き継がれてき

ました。しかし、核家族化、単身世帯の増加な

ど、家族形態やライフスタイルの変化により、 
伝統的な食文化が継承されづらくなっていま

す。まずは、食文化への興味、関心を引き出す

ため、イベント等を活用し、和食文化に親し

める機会を増やすとともに、地域の方や、食

に関するボランティアなどと協力し、食文化

を継承する担い手を育成していきます。 
 

 

施策のねらい０３ 

外国の食文化にふれる 

が国では、外国の食文化を柔軟に受け

入れ、伝統的な日本の食文化との融合

がなされてきました。 
これからも、外国料理のよいところを食生活

に取り入れることで、栄養的側面からだけで

なく、文化的側面からも、より豊かな食生活

になっていくことを目指します。 
大和市は、外国籍市民の多いまちであり、外

国籍の子どもが大勢学校に通っています。外

国の食を通じて、児童生徒同士の交流の促進

を図り、料理教室などを活用して異文化交流

の機会を設けます。 

世 

地 

我 
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行事食や伝統食の知識を身につけたい 

大和市民の割合は、 

８.２％ （令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査） 
⾷品の選択や調理について⾝につけたい知識として市⺠が感じているのは、１位、簡単にで
きる料理の作り⽅、２位、健康に配慮した料理の作り⽅、３位、⾷品の保存⽅法で、⾏事⾷
や伝統⾷の作り⽅は１３位となっています。 
⼤和市で、⾏事⾷や伝統⾷についての知識を⾝につけたいと考えている⽅は、８.２％とな
っており、性・年齢別にみると、３０〜４０歳代の⼥性における関⼼度が高くなっています。 
お正⽉、節分の⾖まき、桃の節句、端午の節句など、年間を通じて様々な伝統⾏事がありま
す。節目の⾏事に⾏事⾷、伝統⾷を作り、家族や友⼈と⼀緒に楽しむことは、⾷⽣活に彩り
を加え、先⼈が築いてきた⾷文化に思いを馳せる機会にもなります。 

 

 

 

大和市に住んでいる外国籍市民は、 

  ８９カ国・８,０４５人 
（令和６年１月１日現在 神奈川県内外国人統計） 

⼤和市に住んでいる外国籍市⺠は、８,０４５⼈です。これは、県内⾃治体では、横浜市、
川崎市、相模原市の３つの政令指定都市と、厚木市に次ぐ５番目の多さになります。 
国籍別にみると、中国１,６２８⼈、ベトナム１,５４５⼈、フィリピン９６３⼈、ペルー７
０６⼈など、⼤和市は、多くの国の多くの⽅々と共⽣するまちになっています。 
 
 
 
 
 
 

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況 
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115,954 

50,794 

18,708 

9,369 

8,045 
8,034 6,830 5,880 4,688 4,428 3,717 3,372 3,229 3,214 2,362 1,807 619 603 448 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

（人）

[食品の選択や調理について身につけたい知識]  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

[県内自治体における外国人数] 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

[大和市の国籍別外国人の割合（％）] 

 

中国 20.2

ベトナム 19.2

フィリピン 12.0ペルー 8.8

韓国 8.5

ブラジル 3.6

インドネシア 3.4

ネパール 3.1

スリランカ 1.9

米国 1.3

インド 1.1

神奈川県内外国人統計（令和６年 1 月 1 日現在）より作成 

出典：令和５年度 大和市これからの食と未来を考えるための市民意識調査 

神奈川県内外国人統計（令和６年 1 月 1 日現在）より作成 

台湾 1.7 

その他 12.9 

8.2

0
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具体的な取組 

評価指標 現状値（R5） 目標値

学校、保育所給⾷における⾏事⾷の提供回数 
①⼩中学校  ②公⽴保育所 

①  ９回 
② １１回 

①  ９回 
② １１回 

（新）郷⼟料理や伝統料理を⽉⼀回以上⾷べる市⺠の割合 ９.５％ 1５.5% 

⾷品の選択や調理に関して、⾏事⾷や伝統⾷についての知識
を⾝につけたいと考えている市⺠の割合 

８.２％ １４.０％ 

ねらい 具体的な取組 担当 

 

地
域
の
⾏
事
⾷
や
伝
統
的
な
⾷
事
を
知
る 

学校､保育所給⾷での 
⾏事⾷の提供 

学校、保育所給⾷で、年中⾏事にちなんだ⾏事⾷を提供
するとともに、その⾏事⾷の由来や、意味などの解説を
つけて、子どもたちの理解を深めます。 

保健給⾷課 
ほいく課 

健康づくり料理教室 ⾷⽣活改善推進員の料理教室において、⾏事⾷、伝統⾷
について伝承します。 健康づくり推進課 

妊娠期から離乳期に 
おける各教室 

妊産婦を対象とした育児や⾷事の教室で、出汁の活用⽅
法や利点について周知します。 すくすく子育て課 

保育所給⾷での⽇本の
⾷文化の普及啓発 

（再掲） 

公⽴保育所給⾷はごはんを中⼼に、かつお節や昆布、煮
干しからとっただしで作る汁物と旬の⾷材や乾物類を使
用したおかずを組み合わせています。また、伝統⾏事に
あわせて、七草がゆや冬至のかぼちゃなどの⾏事⾷等を
取り⼊れています。 

ほいく課 

学校給⾷での⽇本の⾷
文化の普及啓発 

（再掲） 

主⾷は県の平均値を超えるようごはんを提供し、だし等
⼿作りを⼼がけて提供しています。また、⽇本に昔から
伝わる⾏事⾷や郷⼟料理を提供し、⽇本の⾷文化への理
解を深めます。 

保健給⾷課 

⾷
文
化
へ
の
興
味
を
引
き
出
し
、 

担
い
⼿
を
育
成
す
る 

「だし」で味わう 
和⾷の⽇の取組推進 

健康講座やイベントなど様々な機会をとらえ、「だし」で
味わう和⾷の⽇を周知するとともに、⽇本の⾷文化の保
護・継承に向け、情報発信や普及啓発を⾏います。 

健康づくり推進課 
文化振興課 

⾷⽣活改善推進員 
養成講座（再掲） 

⾷⽣活改善推進員養成講座を実施し、地域の⾷文化の継
承や健康づくりの担い⼿となる⽅を育成します。 健康づくり推進課 

02 

01 
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大和市立図書館おすすめ 

食文化への興味を引き出す「食育」の本 

ねらい 具体的な取組 担当 

03
外
国
の
⾷
文
化
に
ふ
れ
る 

やまと⾷の応援団の 
外国料理店の登録 

（充実） 

国際化協⼒指定店へ、やまと⾷の応援団の説明を⾏うと
ともに、賛同する協⼒店へは登録を促します。 

国際化協会 
健康づくり推進課

学校、保育所給⾷で
の外国料理メニュー 

（充実） 

子どもの異文化を理解する姿勢を育み、外国籍の子ども
との相互理解を深めることなどを目的に、学校、公⽴保
育所給⾷に外国料理をさらにとり⼊れます。 

保健給⾷課 
ほいく課 

子どもと学ぶ日本の伝統食材 
 

前半は、日本の伝統食材を使ったレシピが２５品掲載されてい

ます。手間をかけずに、簡単に作れるよう工夫されています。 

後半は読み物や図鑑になっていて、和食のマナーや行事食、

伝統食材（乾物、発酵食品、大豆・大豆製品、練り製品）につ

いて解説されています。 

多くの写真やイラストと共に、平易な文章で書かれているの

で、日本の伝統的な食材や食文化について子どもと一緒に楽

しみながら学べる、食育に最適な本です。 

 

著者：奥薗壽子／レシピ・料理制作 矢島麻由美／監修 メイト

 
ホームページを活用した動画による普及啓発 

◎デジタル化に対応した食育の視点 

SiRiUS Select 
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和
食
の
日 

 

秋
は
実
り
の
季
節
。 

自
然
に
感
謝
し
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
行
事
が
、 

全
国
各
地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た 

「
和
食
・
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
を 

次
世
代
へ
と
保
護
・
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を 

改
め
て
考
え
る
日
と
し
て
、
11
月
24
日
は 

「
和
食
の
日
」
と
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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施策７ 

健康寿命の延伸につながる食育の推進 

施策のねらい０１ 

生活習慣病等の予防・改善を進める 
タボリックシンドロームは、糖尿病、

高血圧、脂質異常症など生活習慣病と

呼ばれる様々な疾病の発症リスクを高める要

因となります。メタボリックシンドロームは、

自身の健康状態を把握したうえで、食事や運

動などの生活習慣を見直すことで改善が期待

できます。メタボリックシンドローム該当者

及び予備群に対して、早い段階から集団指導

ときめ細やかな個別指導の双方により、正し

い理解と実践を促すことで生活習慣の改善を

図ります。中でも高齢の方については、単に

体重や腹囲等の減少を目指すだけではなく、

生活機能や既往歴等にも配慮しながら、介護

予防の観点も含めて緩やかに数値の改善を図

ることが重要です。 
生活習慣病が重症化すると、血管性の疾患等

により、身体の活動に支障や、さらに生活不

活発病（廃用症候群）を引き起こしやすくな

り、行動に制限が出てきます。早い時期から

適切な食生活や運動習慣を定着化することに

より、メタボリックシンドロームを改善する

ことでいつまでも自分らしい生活を送ること

ができ、健康寿命の延伸や生活の質の向上に

つながります。

 

施策のねらい０２ 

シニア世代の食生活改善を進める
ニア世代では、年齢を重ねるにつれて、  

低栄養をはじめとしたフレイルも課題

となってきます。生涯にわたって健康に過ご

すためには、働き世代の生活習慣病対策に加

え、シニア世代のフレイル対策に取り組むこ

とが重要です。低栄養になる原因には、運動

量の低下に伴う食欲不振、急性・慢性の疾患、

食料を調達しにくい環境など、様々なことが

あります。「食べること」は楽しみや生きが

い、人とのつながりの面で重要であること

から、低栄養状態の改善においては、単に食

事の量を増やすのではなく、食事の準備から

おいしく食べることまでを含む「食べること」

を総合的に支援しています。低栄養状態の改

善により、活動範囲が広がり、自分の楽しみ

や生きがい、趣味の充実、さらには介護予防

効果と健康寿命の延伸が期待できます。 

 

施策のねらい０３ 

若い世代の食生活改善を進める
い女性の「やせ」や「エネルギー不足」

が深刻になっています。必要なエネル

ギーと栄養素が十分にとれていない低栄養状

態は、体力の低下、貧血、低血圧、卵巣機能障

害など自身の健康障害ばかりだけでなく、将

来妊娠した時には、子どもの出生体重の低下

と密接に関係していると言われています。 
低出生体重児は、将来、生活習慣病（２型糖尿

病や高血圧、心筋梗塞など)になるリスクにつ

ながるため、適正体重の維持や早期から望ま

しい食習慣を身に付けることが大切です。

メ 

シ 

若 
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       メタボリックシンドローム 

該当者及び予備群の割合は、 

３２.５％ （令和５年度 特定健診・特定保健指導実施結果総括表） 

メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の割合が増加しています。 
メタボリックシンドロームというと、内臓脂肪・腹囲のイメージが強いかもしれませんが、
「内臓脂肪が蓄積したことで、⾎圧や⾎糖値が高くなったり、⾎中の脂質が異常を起こした
りして、⾷事や運動などの⽣活習慣を改善しなければ、⼼筋梗塞や脳卒中などが起こりやす
くなる状態」であることを理解することが⼤切です。４０歳以上が対象となる⼤和市特定健
康診査の結果では、該当者及び予備群の割合は、事業を開始した平成２０年度の２５％から
３２.５％に７.５ポイント上昇しています。また、性別では、⼥性が１７.3％であるのに対
して男性は５３.１％となっており、圧倒的に男性に多くみられます。 

 

６５歳以上で低栄養状態のおそれがある方は、 

約４００人 （令和４年度 大和市介護予防アンケート） 
高齢者の低栄養が課題になっています。ＢＭＩ（体格指数︓Ｂｏｄｙ Ｍａｓｓ Ｉｎｄｅｘ）
が１８.５未満のやせで、６か⽉間で体重が２〜３ｋｇ以上減っている⽅は、令和４年度⼤
和市介護予防アンケート結果（６５歳以上の⾃⽴高齢者が対象）では１.３％（約４００⼈）
です。⼗分な⾷事をとらないことなどにより、⾝体の維持に必要不可欠なタンパク質やエネ
ルギーが不足すると、筋⾁量・筋⼒や骨量が減少し、⾝体活動量の低下がさらなる⾷事量の
低下を招くといった悪循環を繰り返しながら、⼼⾝が衰えた状態であるフレイルとなりや
すくなります。⼤和市では平成２５年度から低栄養予防のために管理栄養士による個別訪
問を開始し、体重維持・改善や介護予防に成果を上げています。また、令和２年度からは「高
齢者の保健事業と介護予防の⼀体的実施」として、訪問や電話による栄養相談のほか、通い
の場（ミニサロン等）での取組も充実させています。 
 

若い女性でやせている方の割合は、 

約２２.６％ （令和５年度 大和市女性のための健康診査） 
国⺠健康・栄養調査結果（令和５年度）では、ＢＭＩ１８.５未満のやせは２０〜３０歳代
⼥性で２０．２％と、高い割合となっています。⼤和市の⼥性のための健康診査結果（令和
５年度）でも、約２２.６％にやせが⾒られるほか、貧⾎や⽣活習慣病のリスクがある⽅が
散⾒されます。 

数
字
か
ら
見
え
る
大
和
市
の
状
況 
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[年代別メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合]  

 

 

 

[65 歳以上 低栄養予防のための栄養相談成果]  

■栄養相談を受けて、体重維持・改善した割合 80.3％        

 
 

[若い女性（18～39 歳）の検査所見] 

32.3％(64名)

32.6％(15名)

32.2％(49名)

48.0％(95名)

43.5％(25名)

49.4％(75名)

19.7％(39名)

23.9％(11名)

18.4％(28名)

全体

前期高齢者

後期高齢者

令和５年度 低栄養予防栄養相談結果 

維

■メタボリックシンドローム該当者割合 ■メタボリックシンドローム予備群割合 

12.1

32.8

10.4

12.9

22.6

0 5 10 15 20 25 30 35

血色素12ｇ/dl以下

LDLコレステロール120mg/dl以上

HbA1c5.6%以上

BMI25.0以上

BMI18.4以下

令和５年度 大和市女性のための健康診査 検査結果より作成 

（％） 

■1kg 以上増加    維持     1kg 以上減少 

0

10

20

30

40
男 女

（％） 

0

10

20

30

40
男 女

（％） 

令和５年度 特定健診・特定保健指導実施結果総括表 大和市結果より作成 
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具体的な取組 

評価指標 
現状値 
（R5） 目標値 

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合 ３２.５％ ２６.５％ 

１⽇に、２⾷以上、主⾷、主菜、副菜のそろった 

⾷事をしている市⺠の割合   ①市⺠ ②２０〜３９歳 
①６７.３％ 
②５８.６％ 

①７０.０％ 
②６０.０％ 

汗をかく程度の運動を、週に１⽇以上している市⺠の割合 ４６.９％ ５０.０％ 

６５歳以上※で低栄養状態の市⺠の割合 ※⾃⽴高齢者 １.３％ １.０％ 

６５歳以上で栄養相談を受け、低栄養状態が維持・改善 

された市⺠の割合 
８０.３％ ８２.０％ 

（新）若い⼥性のやせのリスクを知っている者の割合 ７９.９％ ８２.９％ 

ねらい 具体的な取組 担当 

⽣
活
習
慣
病
等
の
予
防
・
改
善
を
進
め
る 

⼥性健診での 
健康相談 

１８歳から３９歳までの若年層の⼥性を対象とした健康
診査の中で、主にやせ・肥満・⽣活習慣の改善についての
健康相談を⾏い、将来の⽣活習慣病をはじめとする病気
の予防への意識向上を図ります。 

医療健康課 

特定保健指導 
対象者への指導 

特定保健指導対象者向けに、管理栄養士、保健師が適正な
⾷事量を学ぶ⾷事教室や、運動等の⽣活習慣を改善する
教室を⾏います。 
また、窓口・訪問相談等でも、個々⼈の目標を設定し、メ
タボリックシンドローム等の改善を図ります。 

健康づくり推進課 

糖尿病重症化予防の
ための保健活動 

高⾎糖または高⾎糖を伴う腎機能低下の所⾒がある⽅
へ、保健師・管理栄養士が訪問や電話等による健康相談を
実施し、病態や検査値の改善を図ります。 

健康づくり推進課 

被保護者健康管理 
支援事業による 

健康管理（新規） 

被保護者の健康状態を把握するため各種健診の受診勧奨
を⾏うほか、健診結果やレセプト情報等から⽣活習慣病
の改善が必要な⽅へケースワーカーと協⼒し、保健師・管
理栄養士が訪問や電話等による健康相談を実施し⽣活習
慣病の悪化防止を図ります。 

⽣活援護課 

 

シ
ニ
ア
世
代
の 

 

⾷
⽣
活
改
善
を
進
め
る 

通いの場等での 
⾷育（⾷⽣活改善） 

の実施 

通いの場（ミニサロン等）や⾝近な地域において、⽣活機
能低下防止、⽣活習慣病予防・フレイル予防のための教室
や、栄養相談を⾏います。 

社会福祉協議会 
健康づくり推進課 

01 
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ねらい 具体的な取組 担当 

02
シ
ニ
ア
世
代
の
⾷
⽣
活
改
善
を
進
め
る 

⼀般介護予防事業 
介護予防や認知症についての正しい知識を学ぶための介
護予防サポーター講座や、⽇常⽣活に取り⼊れられる介護
予防セミナーなどを開催します。 

健康づくり推進課 

低栄養予防のための 
栄養相談 

低栄養のおそれがある⽅の健康状態の維持・改善、介護予
防のために、訪問や電話等による栄養相談を実施します。 

健康づくり推進課 
⼈⽣ 100 年推進課 

口腔機能低下防止の
ための⻭科及び 

栄養相談 
（充実） 

口腔機能低下のおそれがある⽅の健康状態の維持、介護予
防のために、管理栄養士と⻭科衛⽣士が教室や電話等によ
る栄養相談を実施します。 

健康づくり推進課 

保健事業と介護予防
の⼀体的取組の推進 

（新規） 

低栄養をはじめとしたフレイル予防、⽣活習慣病の重症化
予防について、リスクのある⽅には教室や訪問・電話等で、
専門職が栄養相談を実施します。必要に応じて、市の資源
やサービス等を紹介します。 
関連する様々な部署と定期的に情報交換し、連携すること
で、より多くの市⺠に普及啓発することを目指します。

健康づくり推進課 
介護保険課 
⼈⽣ 100 年推進課 

他 

介護関係者への 
⾷に関する情報提供 

（新規） 

地域で暮らす高齢の⼈の⾷環境整備を目的に、ケアマネ 
ジャー等の介護関係者へ、⾷に関する情報提供を⾏いま
す。 

 
健康づくり推進課 
介護保険課 

⾷にアクセスする 
公共交通の周知 

⾃然と健康になれる環境づくりとして、外出⾏動や運動、
共⾷へのモチベーションを高める取組を進めます。 

健康づくり推進課 
まちづくり総務課 

若
い
世
代
の
⾷
⽣
活
改
善
を
進
め
る 

若い世代に向けた 
普及啓発 
（充実） 

若い世代の健康課題や次世代の⽣活習慣病のリスクを改
善するため、健康的な⽣活習慣（⾷習慣、運動習慣）や過
剰に減量することのリスクについて普及啓発活動を実施
します。 

健康づくり推進課 

若い⼥性のための 
栄養相談 
（充実） 

若い⼥性のやせ及び健康課題を改善するため、健康的な⽣
活習慣（⾷習慣、運動習慣）や過剰に減量することのリス
クについて普及啓発活動を⾏うとともに、個別相談を⾏い
ます。また、⼥性健診においても１８歳から３９歳までの
⼥性に対し、健診の機会に栄養相談を⾏います。 

健康づくり推進課 
医療健康課 

 

 

 

 

 

 

大和市立図書館おすすめ 

 

 

イベントや教室、相談等で電子申請を活用 
人流データ分析システムを活用し、効果的なイベント⽇時を検討 

◎デジタル化に対応した食育の視点 
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「栄養」にちょっと詳しくなる「食育」の本 

 
 

くらしに役立つ栄養学 

 
食事から摂取する栄養は、私たちの体をつくります。 

この本は、自分や家族の健康を守るために知っておきたい 

栄養学の基本を分かりやすく解説。バランスのよい食事をとる 

コツやライフステージにあった栄養の摂り方など、家庭で役立つ

情報が満載です。どの栄養素が身体の不調を癒すのか、 

栄養成分の基礎知識や働きを写真とイラストで紹介。 

栄養学をもっと身近に感じる１冊です。 

著者：新出真理／監修 ナツメ社 

佐々木敏の栄養データはこう読む！ 

 

「和食」は本当に健康食か？ダイエットは糖質か脂質か？ 

世の中には様々な健康情報があふれ、情報の入手も発信も

様々な手段や方法がある。 

正しい栄養健康情報はどこにあるのか？ 

この本は、生活習慣病や食生活に関わる世界のデータを、 

身近な食べ物や食事と健康のつながりを題材に分かりやすく

読み解く方法を解説。ほんとうに信頼できる情報を適切に活用

するための 1 冊です。 

著者：佐々木敏／著 女子栄養大学出版部 

SiRiUS Select 

SiRiUS Select 
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通いの場での⻭科相談（左） 栄養相談（右） 
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施
策
７ 

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
食
育
の
推
進 

     

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

「細い」じゃなくて、「動ける」カラダ。 

 

 

 

Health & Beauty PROJECT 
⽇本の若い女性の「やせ」や「エネルギー不足」が深刻な状態にあります。 
２０代の５人に１人が「やせ」の状態であり、大和市の１５〜３９歳の女性の「やせ」は 
約６,２００名と推計されます。 
また、標準体重や、やせ気味でも、「太っている」「もっとやせたい」と感じてしまうの
は、本人はもとより、女性の体型に関する周囲の認識にも課題があるのではないでしょう
か。そこで、地域社会全体が正しい知識を身に付けることで、女性の健康や体型に関する 

 

毎年、普及啓発用のイラストとキャッチコピーを更新。令和 3 年度イラスト↑ 

「
細
い
」
じ
ゃ
な
く
て
、 

「
動
け
る
」
カ
ラ
ダ
。 
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施
策
７ 

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
食
育
の
推
進 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ～若年女性のやせ及び健康課題改善の取組～ 

 
議論を深め、「やせていることが良い」という価値観を見直す必要があるのではない
か・・・。 
そのような思いから、大和市の Health & Beauty PROJECT では、普及啓発のために毎
年キャッチコピー入りイラストを作成しています。 
また、この取り組みを広めるため、３月の女性の健康週間（3/1〜3/8）に合わせてイベ
ントを開催し、“「細い」じゃなくて、「動ける」カラダ。″の賛同コメントやあなたの
考え、みなさまからのアイデアを募集しています。さらに、大和市医師会、大和市産婦
人科医会と連携して取組を進める他、大人女子の栄養相談室や女子高生のための栄養相
談室、生徒・学生向けの栄養教育等を実施しています。 

イラスト作成において、文化振興課が実施する 
〝YAMATO イラストレーションデザインコンペ入賞者″ 
田中映理氏を起用。若い世代に人気。      令和５年度イラスト↑ 

印象的なイラストとキャッチコピーで 
若い世代へ効果的に普及啓発。 
←令和４年度イラスト 
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施
策
７ 

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
食
育
の
推
進 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

やまと Health＆Beauty フェアにて 
「細い」じゃなくて、「動ける」カラダの賛同コメント 
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附 属 資 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価指標と評価及び目標値の設定理由 

これからの食と未来を考えるための市民意識調査概要 

計画策定の経過・市民意見公募結果 

大和市食育推進会議設置要領 

用語解説 
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評価指標と評価及び目標値の設定理由 

 

第３次大和市食育推進計画において、食育の基本目標達成の目安とするため、国や県の 
食育基本計画に掲げる指標を参考に３０の指標を設定しています。 
【改善状況についての評価】  

 

 

 

 

 

 

施策１ 家庭における食育の推進 

 
＜施策１ 成果と課題＞ 

共食の減少や朝食欠食の増加は引き続き課題であり、これは国や県でも同様の傾向にあ

ります。基本的な食生活や栄養に関する知識を伝える講座や教室等は、新型コロナウイル

ス感染症流行時においても、「新たな日常」に対応した動画や開催方法等の工夫により、

食育の推進が維持出来ました。今後は従来型の体験する活動を維持しながら、デジタル技

術も活用し、健康無関心層にも働きかけられるような、効果的な普及啓発をしていくこと

が必要と考えられます。 

施策の
ねらい 

評価指標 

第２次 
策定 

(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年） 

判定 

第 3 次 
目標値 

（R11 年） 

評価及び目標値設定理由 

家
庭
に
お
け
る
食
育
を
支
援
す
る 

（新） 
朝食を家族

と一緒にと
る市民（幼
児）の割合 

3 歳 6 か月児健康
診査での問診結果 

- - 91.1％ - 94.0％ 

現状値は過去 5年の平均値 

（93.6%）を下回っています。 
家族の生活スタイルが変化し
ている現状があることを踏ま

え、まずは現状値の回復を目
標に、94.0%としました。 

朝食をほぼ
毎日食べて

いる市民の
割合 
 

①3歳 6か月 
②小学5年生 
③中学2年生 

④成人 

①3 歳 6 か月児健
康診査での問診
結果 

②及び③令和 5 年
度全国体力・運
動能力、運動習

慣等調査結果 
④市民意識調査
で、朝食をほぼ毎

日食べていると回
答した市民の割合 

① 
89.8％ 

(H29) 
② 

81.6％ 

(H29) 
③ 

79.1％ 

(H29) 
④ 

82.1％ 

(H29) 

①
100 ％ 

 
②

90.0％ 

 
③

90.0％ 

 
④

90.0％ 

 

① 
91.1％ 

 
② 

77.4％ 

 
③ 

74.6％ 

 
④ 

74.6％ 

 

① 
Ａ 

 
② 
Ｃ 

 
③ 
Ｃ 

 
④ 
Ｃ 

 

① 
100 ％ 

 
② 

85.0％ 

 
③ 

85.0％ 

 
④ 

80.0％ 

 

①幼少期の心身の発達及び食

習慣確立の重要性を考慮し
て、100％に近づけることと
しました。 

②及び③神奈川県における令
和 5 年度の調査結果が小学
5 年生 77.4%、中学 2 年生

74.6％と下降傾向のため、
まずは現状値の回復を目指
し、85％を目標としました。 

④第 2 次策定時より 7.3％の
減少があり、現状を鑑み、
80％としました。 

 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解

 

を
進
め
、
家
庭
に
お
け
る 

食
の
安
全
を
推
進
す
る 

食品の安全

性に関する
知識がある
市民の割合 

市民意識調査で、食
品の安全性（食品の

選択、調理法）につ
いての知識がある、
少しあると答えた

市民の割合 

59.2％ 
(H30) 

90.0％ 54.9％ Ｃ 70.0％ 

国が掲げる目標値 80％及び県

が掲げる目標値 90％を参考
に、大和市の現状値から実現
可能な目標に設定しました。 

A 改善又は目標値達成 

B 変化なし又は維持 

C 悪化または低下 

－ 対象外又は評価困難 

策定時の値と 
現状値を比較 ※1％未満の増減は変化なしで判定 

※(新)は第３次計画からの 

新規評価指標 

01 
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施策２ 学校、保育所等における食育の推進 

＜施策２ 成果と課題＞ 
食に関する指導や食物アレルギー研修については、目標値である１００％を達成する等

成果を上げています。また、給食における地場農産物の使用についても、安定供給が難し

い本市において、関係機関や生産者との連携を深めることで、使用割合が増加しました。

更なる食育の推進には、栄養教諭・栄養士を中核とした食育ネットワークの充実や地場産

物を活用した食育はもとより、保育所から高等学校まで、切れ目なく食育推進が取り組め

るような支援も必要です。  

施策の
ねらい 評価指標 

第２次 
策定時 
(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年） 

判
定 

第 3 次 
目標値

（R11 年） 
評価及び目標値設定理由 

 

授
業
等
に
お
け
る
指
導
を
充
実
さ
せ
、 

体
験
の
機
会
を
増
や
す 

食に関する指導の 
実施状況 

担任教諭、養護教諭、
栄養教諭、栄養士等

が食に関する指導を
実施している小中学
校の割合。 

（「食に関する指導」
実施状況調査（神奈
川県結果） 

 

100％ 
(H29) 

100％ 100％ Ａ ― 

第１次、第２次大和市食育推進
計画とも目標を達成しているた
め、第３次は目標としませんで

した。 

食に関する指導の 
回数（年間授業数） 

栄養教諭・栄養士等
による指導（年間授

業時間数） 

225 時間 
(H29) 

242 時間 
 

112 時間 
(回) 

Ｃ ― 

栄養教諭・栄養士を中核とする

食育ネットワークでの食育の推
進が必要なため、一部指標内容
を変更しました。 

学校給食の単独調理校 8校 
を年間 17回、受入校（小学校）
11校を年間 8回、 

受入校（中学校）9校を年間 
2回と設定しました。 

栄養教諭・栄養士を
中核とする食育ネッ

トワークを活用した
指導（年間授業数） 

― ― ― ― 242 回 

 
 

学
校
給
食
を
活
用
し
て

食
育
を
進
め
る 

 

保
育
所
等
に
お
け
る
食
育
を
進
め
る 

（新） 
栄養教諭・栄養士に

よる地場産物に係
る食に関する指導
の平均取り組み 

回数 

栄養教諭・栄養士が
実施している、地場
産物に係る食に関す

る指導の回数（月間、
各校あたり） 

― ― ― ― 
月 12回 
以上 

国及び県が目標を追加したた

め、新設しました。国及び県が掲
げる目標値月 12 回を参考にし
ました。 

学校給食の残食率
(主に野菜を使った
料理) 

①小学校  
②中学校 

残食量／提供量 
（重さ） 

①10％ 

(H29) 
②12％ 
(H29) 

① 

8.8％ 
② 

10.8％ 

① 

13.0％ 
② 

11.0％ 

① 

Ｃ 
② 
Ａ 

①― 

 
②― 
 

国及び県の評価指標が変更にな
ったため、それにあわせて、第３

次は目標としませんでした。 

学校・公立保育所給

食において地場産
物を使用している
割合 

小中学校給食で使用
している大和市内産

及び神奈川県内産の
食材の割合 

20.2％ 
(H29 

食材数) 
 

26.0％ 
(食材数) 

 
 

21.1% 
(食材数) 

39.6% 
（金額） 

Ｂ 

 
39.6％ 

以上 
（金額） 

国及び県の評価方法が食材数の
割合から金額の割合に変更にな

ったため、現状値以降は金額ベ
ースで算出しています。国及び
県では地場産物を使用している

割合を現状値から維持・向上す
ることを目標としているため、
現状維持することを目標としま

した。 

公立保育所給食で使
用している大和市内

産及び神奈川県内産
の食材の割合 

13.7％ 
（H29 
食材数） 

14.0％ 
(食材数) 

 
 

15.0％ 
(食材数) 

9.8％ 
(金額） 

Ｂ 

 
9.8％ 

以上 
（金額） 

（新）学校・公立保
育所給食において

国産食材を使用し
ている金額割合 

小中学校給食で使用
している国産食材の

割合 

― ― 91.0％ ― 
91.0％ 
以上 

国及び県にならい新設していま
す。 

国及び県では国産食材を使用し
ている割合を現状値から維持・
向上することを目標としている

ため、現状維持することを目標
としました。 

公立保育所給食で使
用している国産食材
の割合 

― ― 72.5％ ― 
72.5％ 

以上 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー 

へ
の
理
解
と
安
全
な 

給
食
提
供
を
進
め
る 

食物アレルギー研
修参加者の理解度 
①小中学校  

②保育所 

食物アレルギー研修
の参加者アンケート
で、理解できたと答

えた人の割合 

①100％ 
(H29) 

 
②92.4％ 
(H29) 

① 
100％ 

 
② 

95.0％ 

① 
100％ 

 
② 

 100％ 

① 
Ａ 

 
② 
Ａ 

① 
100％ 

 
② 

100％ 

小中学校・保育所においては、現

状値を維持することを目標とし
ました。 

04 

01 

02 03 
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施策３ 地域における食育の推進 

 
＜施策３ 成果と課題＞ 

国で減少している食育のボランティア数は、目標値を達成しています。一方で、食への関

心や栄養価等への意識は前回調査時よりも下がっており、国や県でも同様の傾向にありま

す。ＩＣＴ等のデジタル技術を有効的に活用するとともに、関心の低い男性、若い世代等へ

の更なる推進が必要です。また、減塩対策や近年食育への影響の大きい感染症や災害等、社

会情勢を踏まえた取り組みが求められています。 
 
 
 
 

施策の
ねらい 評価指標 

第２次 
策定時 
(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年） 判定 

第 3 次 
目標値 

（R11 年） 
評価及び目標値設定理由 

地
域
の
担
い
手
と
の 

連
携
を
進
め
る 

食育の推進

に関わるボ
ランティア
の人数 

食生活改善推
進員及び学校

や地域等にお
ける食育の取
組への協力者

の人数 

 
162 人 

(H30) 

維持 181 人 Ａ 維持 

食生活改善推進員の人数

が減少傾向にあるため、
現状を維持することを目
標としました。 

 

食
育
推
進
の
た
め
の
意
識
啓
発
を
進
め
る 

食育に関心

を持ってい
る市民の割
合 

市民意識調査

で、食育につ
いて関心があ
る、どちらか

といえば関心
があると答え
た市民の割合 

 
74.1％ 

(H30) 

90.0％ 66.7％ Ｃ 90.0％ 

割合は女性 72.9％、男性 
57.8％と男性で低くな
り、関心がないの割合は

19 歳以下で 53.0％と最
も高くなっています。 
国及び県が掲げる目標値 

90％を参考に設定しまし 
た。 

（新） 

塩分を摂り
すぎないよ
うにするた

めに取り組
んでいるこ
とがある市

民の割合 

市民意識調査

で、塩分を摂り
すぎないよう
にする（減塩す

る）ために取り
組んでいるこ
とを答えた市

民の割合 

― ― 79.5％ ― 80.0％ 

生活習慣病の予防や改善
のために必要な指標とし
て新設しました。 

国が掲げる目標値 75%以
上にならい、現状維持を
目標としました。 

食
品
の
安
全
性
や
栄
養
等
に
関
す
る 

情
報
を
提
供
す
る 

食料品選択
にあたって

栄養価を重
視する市民
の割合 

市民意識調査
で、食料品を選
ぶときに重視

することとし
て、栄養価を選
んだ市民の割

合 

 

21.4％ 
(H30) 

26.0％ 19.7％ Ｃ 26.0％ 

啓発活動を進めること
で、現状値から年 1.0％
増加することを目標とし

ました。 

食料品選択

にあたって
安全性を重
視する市民

の割合 

市民意識調査
で、食料品を選

ぶときに重視
することとし
て、安全性を選

んだ市民の割
合。 

 
53.5％ 
(H30) 

80.0％ 52.1％ Ｃ 80.0％ 

国が掲げる目標値 80％
及び県が掲げる目標値

90％を参考に設定しまし
た。 

01 

03 
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施策４ 多様な関係者と取り組む食育の推進 

 
＜施策４ 成果と課題＞ 

市が主導で進めている食育イベントや健康的な食環境支援は、新型コロナウイルス感染症

流行下でも実施方法を工夫し成果を上げました。適正な食事内容、量をよく知っている市民

の割合も、ほぼ目標を達成しました。今後、野菜の摂取量の増加や健康無関心層への働きか

けのため、普及啓発内容を変更し、関係団体との連携を充実させる必要があります。 

 
 
 

施策の
ねらい 評価指標 

第２次 
策定時 
(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年） 

判定 

第 3 次 
目標値 

（R11 年） 
評価及び目標値設定理由 

 

食
に
関
す
る
意
識
啓
発
と
食
育
を
進
め
る 

十分な量の野
菜を食べてい
る市民の割合 

市 民 意 識 調査

で、十分な量の
野菜を食べてい
ると思うと回答

した市民の割合 
 
十分な量は、1回

の食事で生野菜
なら両手一杯、
ゆでた野菜なら

片手に軽く一杯 

 
44.9％ 
（H30） 

50.0％ 39.7％ Ｃ 43.0％ 

令和４年度国民健康・栄養

調査で十分な量の野菜
（350g以上）を摂取してい
る割合は、男性 28.9％、女

性24.8％です。適切な摂取
量の普及啓発することで、
現状値から年0.5％の増加

を目標としました。 

ふだん誰かと
一緒に食事を

とる市民の 
割合 

市 民 意 識 調査

で、1日に１食以
上を家族や友人
と食べると回答

した市民の割合 

77.6％ 

（H30） 
90.0％ 75.4％ Ｃ 80.0％ 

前回割合の低かった男性
が 1.3％増加(72.8％)、女
性は4.8％減少(77.1％)し

ているため、それぞれ若干
の増加を目指すことを目
標としました。 

適切な食事内
容、量をよく知
っている市民

の割合 

市 民 意 識 調査

で、適切な食事
（必要なエネル
ギー量、栄養バ

ランスなど）を
よ く 知 っ てい
る、だいたい知

っている市民の
割合 

 

48.9％ 
（H30） 

53.0％ 52.6％ Ａ 59.0％ 

啓発活動を進めることで、 
現状値から年1.0％程度増 
加することを目標としま 

した。 

食育イベント

の参加人数 

やまと食育フェ
ア等の食育イベ
ントの参加人数 

 
870 人 
（H30） 

増加 1,777 人 Ａ 増加 

来場者数は天候などによ
り大幅に変動しますが、少

しでも増加させることを
目標としました。 

健
康
的
な 

食
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る 

やまと食の応

援団に登録し
ている飲食店
の数 

やまと食の応援

団に登録してい
る飲食店の数 
（年度末時点） 

 
32 店 

（H30） 

100 店 101 店 Ａ 100 店 
近隣市と比較し、現状維持
の目標としました。 
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施策５ 地産地消や食を取り巻く環境に配慮した取り組み 

 
＜施策５ 成果と課題＞ 

産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ国民の割合が減少する中、本市では、

地場産品を重視する市民の割合や野菜を作った経験のある市民の割合が増加しました。 
持続可能な食を支える食育推進としては、地産地消だけでなく食品ロスの削減も重要であ

ることから、今後も環境に配慮した食育を推進していくことが必要です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策の
ねらい 

評価指標 

第２次 
策定時 
(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年） 

判定 

第 3 次 
目標値 

（R11 年） 

評価及び目標値設定理由 

 

地
産
地
消
を
進
め
る 

食料品を選ぶ

ときに、地場産
品を重視する
市民の割合 

市 民 意 識 調査
で、食料品を選

ぶときに重視す
ることとして、
地場産品を選ん

だ市民の割合。 

 
12.8％ 

（H30） 

17.0％ 14.0％ Ａ 20.0％ 

地場産品を重視する市民
は、男性 8.7％、女性
17.7％であり、男性の割合

が比較的低いことがうか
がえます。年 1.0％の増加
で、全体が現在の女性の水

準を上回ることを目標と
しました。 

自分で野菜を
作った経験が

ある市民の割
合 

市 民 意 識 調査

で、自分で野菜
を作った経験が
あると答えた市

民の割合。 

 
46.3％ 
（H30） 

50.0％ 46.8％ Ａ 50.0％ 

大和市民農園や大和市民
朝霧市など農業を知る機
会を通して、野菜作りへの

興味・関心を喚起し、まず
半数に達することを目標
とします。 

 

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る 

食
育
を
進
め
る 

（新） 
食品ロス削減
のために取り

組んでいる市
民の割合 

市 民 意 識 調査
で、食品ロス削

減のために取り
組んでいること
を答えた市民の

割合 

― ― 89.5％ ― 
96.0％ 
以上 

国の指標に追加され、持続
可能な社会の実現に必要

なため、国の掲げる目標値
80%以上及び県の掲げる目
標値96%以上を参考としま

した。 
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施策６ 食文化の継承に向けた食育の推進  

 
＜施策６ 成果と課題＞ 

豊かな自然に根差した行事食や配膳・食事の作法といった伝統的な食文化の継承が求め

られる中、学校、保育所給食では行事食の目標提供回数を達成し、その由来や意味などを伝

えることで、食文化の継承に寄与しました。地域では食生活改善推進員を始めとする関係者

と連携・協働することにより、次世代への郷土料理等も含めた食文化継承に取り組む必要が

あります。 

 
  

施策の
ねらい 評価指標 

第２次 
策定時 
(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年） 

判定 

第 3 次 
目標値 

（R11 年） 
評価及び目標値設定理由 

 

地
域
の
行
事
食
や 

伝
統
的
な
食
事
を
知
る 

学校、保育所

給食における
行事食の提供
回数 

①小中学校 
②公立保育所 

学校給食、公立
保育所給食にお

ける行事食（日
本の伝統的な行
事）の提供回数。 

① 9回 
(H29) 
②11 回 

(H29) 

① 9 回 
 

②11回 

 

① 9回 
 

②11回 

 

①Ａ 
 

②Ａ 

 

① 9回 
 

②11回 

 

小中学校、公立保育所での
行事食の提供回数を、それ

ぞれの状況に応じて、維持
させることを目標としまし
た。 

 

食
文
化
へ
の
興
味
を
引
き
だ
し
、
担
い
手
を
育
成
す
る 

（新） 
郷土料理や伝

統料理を月一
回以上食べる
市民の割合 

市民意識調査

で、郷土料理や
伝統料理を月一
回以上食べると

回答した市民の
割合 

― ― 9.5％ ― 15.5% 

国の指標に追加され、日本
の食文化継承のために必要
なため新設しました。 

郷土料理や伝統料理の普及
啓発を進め、年 1.0％の増加
を目標としました。 

国：50％以上 

食品の選択や

調 理 に 関 し
て、行事食や
伝統食につい

ての知識を身
につけたいと
考えている市

民の割合 

市民意識調査

で、食品の選択
や調理に関して
身につけたい知

識として、行事
食や伝統食を選
択した市民の割

合。 

 
8.5％ 
(H30) 

14.0％ 8.2％ Ｂ 14.0％ 

30～40 歳代の女性の割合が
高い（30 歳代 24.3％,40 歳

代 23.1％）ため、健診や料
理教室を中心にＰＲを進
め、女性と家族などへも関

心を広げ、年 1.0％の増加を
目標としました。 
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施策７ 健康寿命の延伸につながる食育の推進 

＜施策７ 成果と課題＞ 
国の第４次食育推進基本計画のフォローアップ中間取りまとめでは、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大により心身が受けた影響として「運動不足」、「体重増加」、「食事バラ

ンスの乱れ」などが挙げられており、本市でも生活リズムやライフスタイルに変化が生

じ、目標値を達成できなかった指標が多かったと考えられます。そうした要因を考慮しな

がら、個々の課題に応じて積極的な取り組みを進めることが必要です。 

施策の
ねらい 評価指標 

第２次 
策定時 
(H29~ 
30 年) 

第２次 
目標値 
(R6 年) 

現状値 
（R5 年）

5 年） 

判定 

第 3 次 
目標値 

（R11 年） 
評価及び目標値設定理由 

 

生
活
習
慣
病
等
の
予
防
・
改
善
を
進
め
る 

メタボリック
シンドローム

該当者及び予
備群の割合 

大和市特定健康
診査結果におい

て、メタボリッ
クシンドローム
該当及び予備群

と判定された者
の割合 

28.4％ 

(H29) 
23.0％ 32.5％ Ｃ 26.5％ 

メタボリックシンドローム
の該当者とその予備群を年

1.0％減少させることを目
標としました。 

１日に 2 食以

上、主食、主
菜、副菜のそ
ろった食事を

している市民
の割合 

市民意識調査 
における割合 

 
①65歳未満 
②65歳以上 

全体平均
72.1％ 

①60.3％ 
②90.6％ 
(H30) 

 

①65.0％ 
②90.0％ 

 
 

①61.1％ 
②82.5％ 

 

 

①Ｂ 
②Ｃ 

― 

国、県の指標に合わせ、区分

を 65 歳未満と 65 歳以上か
ら市民と若い世代（20～39
歳）へ変更しました。 

国の目標値③50％④40％、
県の目標値③60％④40％を
上回っているため、それぞ

れ若干の増加を目標としま
した。 

③市民 

④20～39歳 
― ― 

③67.3％ 

④58.6％ 
― 

③ 70％ 

④ 60％ 

汗をかく程度
の運動を、週
に 1 日以上し

ている市民の
割合 

市民意識調査
で、汗をかく程

度の運動（ウォ
ーキング、ジョ
ギング、スポー

ツなど）を、週に
1 日以上してい
ると回答した市

民の割合 

51.0％ 
（H30） 

56.0％ 46.9％ Ｃ 50.0％ 

健康日本 21（第三次）目標

値 
20～64 歳 30％、65 歳以上
50％を参考に、生活習慣病

予防と健康増進を進め、半
数に達することを目標とし
ました。 

 

シ
ニ
ア
世
代
の
食
生
活
改
善
を
進
め
る 

65 歳以上で低
栄養状態のお
それのある市

民の割合 

BMI が 18.5kg/
㎡未満で、半年

間で 2～3 ㎏以
上体重が減少し
た者の割合（大

和市介護予防ア
ンケート結果よ
り） 

1.3％ 
(H29) 

1.0％ 1.3％ Ｂ 1.0％ 

今後 65 歳以上の人口は増
えることから、低栄養状態
の市民を 0.3％減少させる

ことを目標としました。 

65 歳以上で低

栄養状態が改
善された市民
の割合 

介護予防アンケ

ートまたは健診
結果から抽出
し、管理栄養士

が栄養相談した
ことにより体重
を改善した割合 

40.3％ 
(H29) 

40.0％ 32.3％ Ｃ 
 
― 

 

低栄養予防の対象者は、6か

月で体重が 2～3kg 減少し
ているため、維持も成果で
あると考え、改善率から維

持改善率の指標へ変更し、
1.5％増加することを目標
としました。 維持・改善した

割合 
― ― 80.3％ ― 82.0％ 

若
い
世
代
の
食
生
活 

改
善
を
進
め
る 

（新） 

若い女性のや
せのリスクを
知っている者

の割合 

市民意識調査

で、やせのリス
クで知っている
ことを答えた市

民の割合 

― ― 79.9％ ― 82.9% 

出産する前の女性の栄養に
ついて近年問題となってお

り、生涯を通じた心身の健
康を支えるために必要なた
め新設しました。 

現状から年 0.5％の増加を
目標としました。 
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これからの食と未来を考えるための市民意識調査 結果（概要） 

■ 調査設計 

調査地域：大和市全域 

調査対象：大和市に居住する１８歳以上の男女 

標 本 数：２,５００人 

抽出方法：住民基本台帳にもとづく単純無作為抽出 

回 収 数：１,０８１人（有効回収率：４３.２％） 

調査期間：令和５年５月下旬～６月上旬 

 

■ 調査結果 

（１）回答者の属性 

［性 別］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［年 齢］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［世帯構成］ 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性 女性 その他 無回答

全体
(n=1,081)

39.4 59.5 

0.3 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　19歳以下 20～29歳 　30～39歳 40～49歳 　50～59歳

　60～69歳 70歳以上 　無回答

全体
(n=1,081)

1.9 8.8 12.2 16.3 19.1 19.3 19.1 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　一人暮らし  一世代世帯（夫婦のみ）  　二世代世帯（親、子で暮らしている世帯）

　三世代世帯（親、子、孫で暮らしている世帯） 　 その他 　 　無回答

全体
(n=1,081)

15.3 25.4 52.4 4.1 

1.9 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）食育に関わる内容について 

１ あなたは、自分自身が健康だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康だと思う」と「どちらかというと健康だと思う」を合わせた《健康だと思う》の割合が７

４.６％、「あまり健康だと思わない」と「健康だと思わない」を合わせた《健康だと思わない》の

割合が２４.７％となっています。性・年齢別にみると、男性は４９歳以下、女性は３９歳以下で

「健康だと思う」が３割以上となっています。 

 

  

健康だと思う  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

健康だと
思わない

男性
(n=426)

女性
(n=643)

全体
(n=1,081)

どちらかというと
健康だと思う

  あまり健康だと
  思わない

26.8 47.8 17.9 6.8 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27.5 

26.6 

46.9 

48.5 

16.7 

19.0 

8.7 

5.4 

0.2 

0.5 

回答数 健康だと思う
どちらかというと

健康だと思う

あまり健康だと

思わない
健康だと思わない 無回答

19歳以下 10 70.0 20.0 - 10.0 -

20～29歳 39 30.8 46.2 12.8 7.7 2.6

30～39歳 50 34.0 48.0 10.0 8.0 -

40～49歳 72 34.7 44.4 18.1 2.8 -

50～59歳 84 13.1 58.3 20.2 8.3 -

60～69歳 90 25.6 50.0 15.6 8.9 -

70歳以上 79 27.8 36.7 20.3 15.2 -

19歳以下 10 50.0 40.0 10.0 - -

20～29歳 55 38.2 45.5 14.5 1.8 -

30～39歳 81 39.5 44.4 14.8 - 1.2

40～49歳 104 25.0 51.0 16.3 6.7 1.0

50～59歳 123 25.2 43.9 22.0 8.9 -

60～69歳 119 19.3 58.8 16.8 4.2 0.8

70歳以上 126 22.2 46.0 24.6 7.1 -

男

性

女

性
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２ 食育について関心がありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「関心がある」と「どちらかといえば関心がある」を合わせた《関心がある》の割合が６６.７％、

「どちらかというと関心がない」と「関心がない」を合わせた《関心がない》の割合が２５.２％と

なっています。 

 

  

 関心がある   関心がない   わからない   無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

 どちらかというと

 関心がない

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

どちらかというと

健康だと思う

24.5 42.2 17.7 7.5 7.1 1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.0 

27.8 

37.8 

45.1 

20.7 

15.7 

12.7 

4.0 

8.7 

6.1 

0.2 

1.2 

回答数 関心がある
どちらかといえ
ば関心がある

どちらかというと
関心がない

関心がない わからない 無回答

19歳以下 10 10.0 50.0 10.0 30.0 - -

20～29歳 39 20.5 41.0 10.3 15.4 10.3 2.6

30～39歳 50 22.0 42.0 12.0 12.0 12.0 -

40～49歳 72 29.2 30.6 15.3 19.4 5.6 -

50～59歳 84 13.1 39.3 26.2 14.3 7.1 -

60～69歳 90 24.4 35.6 30.0 5.6 4.4 -

70歳以上 79 13.9 39.2 21.5 8.9 16.5 -

19歳以下 10 10.0 50.0 30.0 - 10.0 -

20～29歳 55 20.0 36.4 18.2 9.1 16.4 -

30～39歳 81 25.9 49.4 11.1 9.9 2.5 1.2

40～49歳 104 31.7 41.3 16.3 2.9 5.8 1.9

50～59歳 123 30.1 44.7 17.9 3.3 4.1 -

60～69歳 119 23.5 47.1 18.5 1.7 7.6 1.7

70歳以上 126 31.7 47.6 12.7 3.2 3.2 1.6

男
性

女
性
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３ 食事バランスガイドを知っていますか。 

食事バランスガイド：主食（ごはん、パン、麺など）、主菜（魚や肉などのおかず）、副菜

（野菜などのおかず）などを１日にどれだけ食べたらよいかの目安を

表したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聞いたことはある」の割合が５８.７％と最も高く、「知らない・聞いたことがない」が２４.

４％、「内容まで知っている」が１６.０％となっています。 

 

  

内容まで知っている     聞いたことはある  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

知らない・

聞いたことがない

16.0 58.7 24.4 0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.7 

19.0 

49.1 

65.3 

39.0 

14.8 

0.2 

0.9 

回答数
内容まで

知っている
聞いたことはある

知らない・
聞いたことがない

無回答

19歳以下 10 30.0 30.0 40.0 -

20～29歳 39 17.9 59.0 20.5 2.6

30～39歳 50 18.0 44.0 38.0 -

40～49歳 72 11.1 58.3 30.6 -

50～59歳 84 11.9 35.7 52.4 -

60～69歳 90 7.8 50.0 42.2 -

70歳以上 79 7.6 55.7 36.7 -

19歳以下 10 10.0 90.0 - -

20～29歳 55 30.9 63.6 3.6 1.8

30～39歳 81 13.6 64.2 21.0 1.2

40～49歳 104 22.1 68.3 8.7 1.0

50～59歳 123 20.3 59.3 20.3 -

60～69歳 119 12.6 69.7 16.8 0.8

70歳以上 126 19.0 64.3 15.9 0.8

男
性

女
性
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４ あなたは「大和市食育推進計画」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知っている」の割合が５.５％、「知らない」の割合が９１.８％となっています。 

 

  

知っている 知らない  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

5.5 91.8 2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.8 

6.5 

94.1 

90.5 

2.1 

3.0 

回答数 知っている 知らない 無回答

19歳以下 10 - 100.0 -

20～29歳 39 - 97.4 2.6

30～39歳 50 2.0 98.0 -

40～49歳 72 6.9 91.7 1.4

50～59歳 84 2.4 95.2 2.4

60～69歳 90 3.3 94.4 2.2

70歳以上 79 6.3 89.9 3.8

19歳以下 10 10.0 90.0 -

20～29歳 55 3.6 96.4 -

30～39歳 81 1.2 98.8 -

40～49歳 104 5.8 92.3 1.9

50～59歳 123 5.7 92.7 1.6

60～69歳 119 5.0 92.4 2.5

70歳以上 126 13.5 79.4 7.1

男
性

女
性
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（３）食生活について 

１ あなたにとっての適切な食事（必要なエネルギー、栄養バランスなど）を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よく知っている」と「だいたい知っている」を合わせた《知っている》の割合が５２.６％、

「あまり知らない」と「まったく知らない」を合わせた《知らない》の割合が４４.７％となってい

ます。 

性別にみると、《知っている》の割合は男性４５.５％に対し、女性５７.２％と差がみられます。 

 

  

よく知っている まったく知らない  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

女性
(n=643)

だいたい知っている   あまり知らない

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

5.6 47.0 38.6 6.1 2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.6 

5.4 

39.9 

51.8 

41.3 

36.9 

10.6 

3.1 

2.6 

2.8 

回答数 よく知っている
だいたい

知っている
あまり知らない まったく知らない 無回答

19歳以下 10 20.0 40.0 40.0 - -

20～29歳 39 12.8 38.5 35.9 10.3 2.6

30～39歳 50 12.0 44.0 30.0 14.0 -

40～49歳 72 2.8 44.4 36.1 13.9 2.8

50～59歳 84 3.6 33.3 50.0 10.7 2.4

60～69歳 90 4.4 38.9 46.7 7.8 2.2

70歳以上 79 2.5 43.0 41.8 7.6 5.1

19歳以下 10 - 50.0 40.0 10.0 -

20～29歳 55 9.1 40.0 49.1 1.8 -

30～39歳 81 3.7 40.7 50.6 3.7 1.2

40～49歳 104 4.8 48.1 42.3 3.8 1.0

50～59歳 123 3.3 54.5 35.8 5.7 0.8

60～69歳 119 5.9 52.1 37.8 1.7 2.5

70歳以上 126 8.7 62.7 21.4 0.8 6.3

男
性

女
性
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２ ふだん誰かと一緒に食事をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１日のうち１食を家族や友人等と食べる」の割合が３２.３％と最も高く、次いで「１日のうち

２食を家族や友人等と食べる」２６.７％、「ほとんど１人で食べる」２２.０％、「１日のうち３食

を家族や友人等と食べる」１６.４％と続いています。 

性・年齢別にみると、男性ではほぼ全ての年代で「ほとんど１人で食べる」が２割台、女性では

２０歳代が約３割と高くなっています。 

世帯構成別にみると、一人暮らしの人は「ほとんど１人で食べる」が約８割となっています。 

　  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

　〔世帯構成別〕

女性
(n=643)

 １日のうち３食を
 家族や友人等と
 食べる

  ほとんど
　１人で食べる

１日のうち２食を
家族や友人等と
食べる

　 １日のうち１食を
　 家族や友人等と
　 食べる

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

16.4 26.7 32.3 22.0 2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.6 

17.7 

25.8 

27.4 

32.4 

32.0 

24.4 

20.5 

2.8 

2.3 

回答数
１日のうち３食を
家族や友人等と

食べる

１日のうち２食を
家族や友人等と

食べる

１日のうち１食を
家族や友人等と

食べる

ほとんど
１人で食べる

無回答

19歳以下 10 20.0 30.0 50.0 - -

20～29歳 39 10.3 30.8 33.3 23.1 2.6

30～39歳 50 12.0 22.0 36.0 28.0 2.0

40～49歳 72 6.9 15.3 50.0 25.0 2.8

50～59歳 84 2.4 26.2 42.9 25.0 3.6

60～69歳 90 16.7 34.4 23.3 23.3 2.2

70歳以上 79 35.4 24.1 10.1 26.6 3.8

19歳以下 10 20.0 60.0 20.0 - -

20～29歳 55 16.4 18.2 34.5 30.9 -

30～39歳 81 17.3 37.0 34.6 9.9 1.2

40～49歳 104 8.7 27.9 44.2 18.3 1.0

50～59歳 123 8.9 30.1 42.3 17.9 0.8

60～69歳 119 16.8 26.9 29.4 25.2 1.7

70歳以上 126 35.7 19.8 13.5 25.4 5.6

男
性

女
性

回答数
１日のうち３食を
家族や友人等と

食べる

１日のうち２食を
家族や友人等と

食べる

１日のうち１食を
家族や友人等と

食べる

ほとんど
１人で食べる

無回答

165 0.6 2.4 13.3 81.2 2.4

275 26.9 31.3 32.7 8.4 0.7

566 14.8 31.4 37.3 13.1 3.4

44 29.5 34.1 27.3 6.8 2.3

21 14.3 23.8 42.9 14.3 4.8

三世代世帯

その他

一人暮らし

一世代世帯

二世代世帯

87



 

87 
 

３ １日２食以上、主食・主菜・副菜のそろった食事をしていますか。 

（主食は、ごはん、パン、麺など。主菜は、魚や肉などのおかず。副菜は、野菜などのおかず） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主食・主菜・副菜のそろった食事をしている人は６７.３％と、約３分の２の割合となっています。 

性・年齢別にみると、男性は４０・５０歳代、女性は２０歳代で主食・主菜・副菜のそろった食事

をしている人の割合が６割を下回っており、特に女性２０歳代は半数を切っています。 

世帯構成別にみると、一人暮らしの人は主食・主菜・副菜のそろった食事をしている人の割合が５

６.４％と、他と比べてやや低くなっています。  

はい いいえ  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

　〔世帯構成別〕

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

67.3 30.2 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

66.2 

68.3 

31.5 

29.2 

2.3 

2.5 

回答数 はい いいえ 無回答

19歳以下 10 70.0 30.0 -

20～29歳 39 61.5 35.9 2.6

30～39歳 50 64.0 36.0 -

40～49歳 72 55.6 43.1 1.4

50～59歳 84 59.5 38.1 2.4

60～69歳 90 72.2 24.4 3.3

70歳以上 79 79.7 16.5 3.8

19歳以下 10 60.0 40.0 -

20～29歳 55 49.1 50.9 -

30～39歳 81 60.5 38.3 1.2

40～49歳 104 60.6 38.5 1.0

50～59歳 123 60.2 38.2 1.6

60～69歳 119 74.8 22.7 2.5

70歳以上 126 90.5 4.0 5.6

男
性

女
性

回答数 はい いいえ 無回答

165 56.4 40.6 3.0

275 76.0 23.6 0.4

566 66.1 30.9 3.0

44 75.0 20.5 4.5

21 61.9 33.3 4.8

一人暮らし

一世代世帯

二世代世帯

三世代世帯

その他
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４ あなたは十分な量の野菜を食べていると思いますか。 

（十分な量の目安は、１回の食事で生野菜なら両手一杯、ゆでた野菜なら片手に軽く一杯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はい」の割合が３９.７％と４割を下回っています。 

性・年齢別にみると、男性は３０・４０歳代、女性は２０・３０歳代で「はい」の割合が約３割

と低くなっています。 

世帯構成別にみると、「はい」は一人暮らしの人で約３割と最も低くなっています。 

健康観別にみると、「あまり健康だと思わない」、「健康だと思わない」と回答した人は「はい」の

割合が３割を下回っています。  

はい いいえ  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

39.7 57.4 3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

37.3 

41.2 

60.1 

55.5 

2.6 

3.3 

回答数 はい いいえ 無回答

19歳以下 10 60.0 40.0 -

20～29歳 39 38.5 59.0 2.6

30～39歳 50 30.0 70.0 -

40～49歳 72 29.2 69.4 1.4

50～59歳 84 36.9 59.5 3.6

60～69歳 90 45.6 51.1 3.3

70歳以上 79 36.7 59.5 3.8

19歳以下 10 40.0 60.0 -

20～29歳 55 30.9 69.1 -

30～39歳 81 30.9 67.9 1.2

40～49歳 104 38.5 60.6 1.0

50～59歳 123 37.4 61.8 0.8

60～69歳 119 47.9 49.6 2.5

70歳以上 126 50.8 39.7 9.5

男
性

女
性

　〔世帯構成別〕 　〔健康観別〕

回答数 はい いいえ 無回答

165 30.3 66.1 3.6

275 46.9 50.9 2.2

566 39.2 58.1 2.7

44 38.6 54.5 6.8

21 38.1 57.1 4.8

一人暮らし

一世代世帯

二世代世帯

三世代世帯

その他

回答数 はい いいえ 無回答

290 45.9 50.7 3.4

517 42.7 55.1 2.1

193 26.4 68.9 4.7

74 29.7 68.9 1.4

あまり健康だと
思わない

健康だと思わない

健康だと思う

どちらかというと
健康だと思う
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５ あなたは朝食を食べていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を「ほぼ毎日」食べている人の割合が７４.６％と約４分の３を占めており、「ほとんど食べ

ない」の割合は１１.７％となっています。 

性・年齢別にみると、「ほとんど食べない」人は、男性は４０歳代、女性は２０歳代で約２割と、

他と比べてやや高くなっています。 

 

  

ほぼ毎日  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

女性
(n=643)

週に４～５日   週に２～３日

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

ほとんど食べない

74.6 5.9 5.4 11.7 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

72.1 

76.4 

6.6 

5.6 

6.1 

5.0 

13.1 

10.9 

2.1 

2.2 

回答数 ほぼ毎日 週に４～５日 週に２～３日 ほとんど食べない 無回答

19歳以下 10 80.0 - 20.0 - -

20～29歳 39 56.4 15.4 10.3 15.4 2.6

30～39歳 50 78.0 4.0 10.0 8.0 -

40～49歳 72 56.9 13.9 8.3 20.8 -

50～59歳 84 72.6 6.0 4.8 15.5 1.2

60～69歳 90 77.8 1.1 4.4 13.3 3.3

70歳以上 79 82.3 5.1 1.3 6.3 5.1

19歳以下 10 40.0 40.0 20.0 - -

20～29歳 55 60.0 9.1 10.9 20.0 -

30～39歳 81 72.8 3.7 6.2 16.0 1.2

40～49歳 104 69.2 9.6 5.8 12.5 2.9

50～59歳 123 70.7 4.9 4.9 17.9 1.6

60～69歳 119 85.7 3.4 2.5 5.0 3.4

70歳以上 126 90.5 0.8 3.2 3.2 2.4

男

性

女

性
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６ 食料品を選ぶときに、重視することは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食料品選択にあたっての重視点としては、「価格」が８１.８％と最も高く、次いで「鮮度」７１.

８％、「安全性」５２.１％、「おいしさ」５１.２％、「好み」４９.９％と続いています。 

性別にみると、「旬・季節感」、「鮮度」、「産地」、「安全性」の４項目は男性よりも女性のほうが１

０ポイント以上高くなっています。 

性・年齢別に見ると、女性の５０歳以上では「鮮度」を重視している人が８割以上と、他と比べ

て高くなっています。  

81.8 

71.8 

52.1 

51.2 

49.9 

38.9 

30.0 

24.5 

19.7 

19.0 

14.0 

5.3 

1.1 

1.3 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

価格

鮮度

安全性

おいしさ

好み

旬・季節感

産地

簡便性（調理が簡単など）

栄養価

天然・自然素材

地場産品

環境に配慮

その他

特にない

無回答

(n=1,081)

　〔性別・／性・年齢別〕

回答数 価格 鮮度 安全性
おいし

さ
好み

旬・季

節感
産地

簡便性

(調理

が簡単

など)

栄養価

天然・

自然素

材

地場産

品

環境に

配慮
その他

特に

ない
無回答

男性 426 80.3 62.2 43.7 45.3 48.6 27.2 21.4 18.8 14.3 13.8 8.7 3.5 1.4 2.6 2.8

女性 643 83.0 78.5 57.7 55.2 51.3 46.7 35.8 28.1 23.0 22.1 17.7 6.4 0.9 0.5 2.3

19歳以下 10 70.0 40.0 30.0 40.0 50.0 10.0 30.0 - 20.0 10.0 10.0 10.0 - 30.0 -

20～29歳 39 79.5 53.8 35.9 46.2 38.5 10.3 5.1 7.7 17.9 5.1 - - - 5.1 2.6

30～39歳 50 86.0 52.0 34.0 44.0 44.0 36.0 20.0 26.0 16.0 12.0 4.0 6.0 - - 2.0

40～49歳 72 84.7 54.2 48.6 44.4 51.4 30.6 19.4 22.2 19.4 16.7 4.2 8.3 4.2 4.2 -

50～59歳 84 89.3 70.2 45.2 46.4 59.5 23.8 33.3 21.4 10.7 11.9 15.5 - 2.4 1.2 1.2

60～69歳 90 75.6 67.8 42.2 50.0 53.3 26.7 24.4 14.4 12.2 15.6 8.9 3.3 - - 4.4

70歳以上 79 69.6 68.4 50.6 39.2 36.7 32.9 13.9 19.0 11.4 16.5 12.7 2.5 1.3 2.5 6.3

19歳以下 10 90.0 60.0 80.0 70.0 60.0 20.0 30.0 20.0 30.0 20.0 - 20.0 - - -

20～29歳 55 85.5 49.1 47.3 54.5 63.6 32.7 20.0 27.3 10.9 9.1 1.8 5.5 - - -

30～39歳 81 91.4 74.1 51.9 61.7 54.3 33.3 34.6 34.6 24.7 17.3 8.6 2.5 - - 1.2

40～49歳 104 85.6 68.3 50.0 60.6 49.0 39.4 37.5 34.6 19.2 13.5 9.6 3.8 2.9 - 2.9

50～59歳 123 83.7 82.1 58.5 52.8 53.7 54.5 39.8 28.5 21.1 27.6 23.6 11.4 - 1.6 1.6

60～69歳 119 85.7 88.2 64.7 56.3 56.3 53.8 38.7 24.4 24.4 25.2 23.5 6.7 1.7 - 4.2

70歳以上 126 72.2 90.5 63.5 48.4 38.9 55.6 33.3 22.2 27.8 31.0 26.2 5.6 0.8 0.8 2.4

男

性

女

性

性

別

91



 

91 
 

 

７ 食品の安全性について、健康に悪影響を与えないようにするために、どのような食品を選択

するとよいかや、どのような調理が必要かについての知識があると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食品の安全性に関する知識については、「ある」と「少しある」を合わせた《ある》の割合が５４.

９％、「あまりない」と「ない」を合わせた《ない》の割合が４２.１％となっています。 

性別にみると、《ある》の割合は、男性の４４.４％に対し、女性は６２.０％と大きな差がみられ

ます。 

性・年齢別にみると、《ある》の割合は、女性７０歳以上で７７.８％と最も高く、男性５０歳代

で３９.３％と最も低くなっています。 

 

  

　ある あまりない 　ない  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

 少しある

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

10.2 44.7 31.8 10.3 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.0 

11.5 

36.4 

50.5 

37.6 

28.3 

15.5 

6.7 

2.6 

3.0 

回答数 ある 少しある あまりない ない 無回答

19歳以下 10 10.0 40.0 10.0 40.0 -

20～29歳 39 5.1 43.6 25.6 23.1 2.6

30～39歳 50 10.0 38.0 36.0 14.0 2.0

40～49歳 72 8.3 37.5 37.5 16.7 -

50～59歳 84 9.5 29.8 47.6 11.9 1.2

60～69歳 90 5.6 40.0 37.8 14.4 2.2

70歳以上 79 8.9 34.2 36.7 12.7 7.6

19歳以下 10 - 50.0 50.0 - -

20～29歳 55 5.5 49.1 34.5 10.9 -

30～39歳 81 7.4 38.3 42.0 11.1 1.2

40～49歳 104 8.7 43.3 37.5 7.7 2.9

50～59歳 123 9.8 52.8 29.3 6.5 1.6

60～69歳 119 14.3 54.6 21.8 4.2 5.0

70歳以上 126 18.3 59.5 12.7 5.6 4.0

男

性

女

性
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８ 自分で野菜を作った経験（家庭菜園などを含む）はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で野菜を作った経験が「ある」と回答した人は、４６.８％となっています。 

性・年齢別にみると、女性は全ての年代で「ある」の割合が４割を超えていますが、男性は２０

歳代と５０歳代で３割半ばにとどまっています。 

 

  

ある ない  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

女性
(n=643)

46.8 50.1 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42.0 

50.4 

55.6 

46.3 

2.3 

3.3 

回答数 ある ない 無回答

19歳以下 10 70.0 30.0 -

20～29歳 39 35.9 61.5 2.6

30～39歳 50 44.0 56.0 -

40～49歳 72 51.4 47.2 1.4

50～59歳 84 34.5 64.3 1.2

60～69歳 90 41.1 56.7 2.2

70歳以上 79 39.2 54.4 6.3

19歳以下 10 80.0 20.0 -

20～29歳 55 49.1 47.3 3.6

30～39歳 81 44.4 54.3 1.2

40～49歳 104 51.9 44.2 3.8

50～59歳 123 50.4 48.0 1.6

60～69歳 119 50.4 44.5 5.0

70歳以上 126 53.2 42.9 4.0

女

性

男

性
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９ 食品の選択や調理について、身につけたい知識は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食料品の選択や調理について身につけたい知識としては、「簡単にできる料理の作り方」が４８.

６％と最も高く、次いで「健康に配慮した料理の作り方」４３.２％、「食品の保存方法」３８.６％、

「食費を節約する料理の作り方」３７．６％、「食中毒の予防」３０.１％と続いています。 

 

  

48.6 

43.2 

38.6 

37.6 

30.1 

19.7 

18.3 

16.9 

16.1 

14.6 

13.7 

8.8 

8.2 

5.7 

12.1 

4.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

簡単にできる料理の作り方

健康に配慮した料理の作り方

食品の保存の方法

食費を節約する料理の作り方

食中毒の予防

災害時の非常食

何をどれだけ食べたらよいか

家庭料理の作り方

一食あたりの献立の立て方

旬の食材

食品の廃棄を減らす方法

食品表示の見方

行事食や伝統食の作り方

食品中の放射能

特にない

無回答

(n=1,081)

回答数

簡単に

できる

料理の

作り方

健康に

配慮し

た料理

の作り

方

食品の

保存の

方法

食費を

節約す

る料理

の作り

方

食中毒

の予防

災害時

の非常

食

何をど

れだけ

食べた

らよい

か

家庭料

理の作

り方

一食あ

たりの

献立の

立て方

旬の

食材

食品の

廃棄を

減らす

方法

食品表

示の見

方

行事食

や伝統

食の作

り方

食品中

の放射

能

特に

ない
無回答

男性 426 40.4 33.8 29.1 28.4 24.4 17.8 14.8 15.3 11.0 12.4 10.3 7.3 5.4 2.1 16.9 3.8

女性 643 54.1 49.5 44.9 43.7 33.7 21.2 20.7 18.0 19.3 15.4 15.7 9.5 9.8 7.8 9.0 3.7

19歳以下 10 30.0 20.0 20.0 30.0 - 10.0 10.0 30.0 - 20.0 10.0 - 10.0 - 20.0 10.0

20～29歳 39 41.0 43.6 25.6 41.0 30.8 12.8 15.4 10.3 5.1 15.4 5.1 7.7 5.1 2.6 10.3 2.6

30～39歳 50 48.0 32.0 28.0 34.0 30.0 26.0 24.0 26.0 22.0 18.0 6.0 8.0 12.0 6.0 10.0 2.0

40～49歳 72 38.9 34.7 29.2 33.3 13.9 16.7 9.7 9.7 11.1 8.3 9.7 4.2 9.7 2.8 25.0 1.4

50～59歳 84 42.9 34.5 32.1 31.0 23.8 22.6 14.3 10.7 10.7 9.5 13.1 9.5 4.8 2.4 16.7 1.2

60～69歳 90 42.2 33.3 28.9 22.2 25.6 14.4 14.4 14.4 10.0 11.1 10.0 6.7 2.2 1.1 17.8 2.2

70歳以上 79 31.6 29.1 29.1 16.5 29.1 13.9 15.2 17.7 7.6 13.9 12.7 8.9 1.3 - 16.5 11.4

19歳以下 10 50.0 50.0 50.0 60.0 50.0 50.0 30.0 30.0 50.0 30.0 30.0 10.0 20.0 10.0 - -

20～29歳 55 61.8 54.5 41.8 52.7 32.7 16.4 18.2 29.1 40.0 9.1 5.5 14.5 7.3 5.5 5.5 1.8

30～39歳 81 65.4 58.0 56.8 54.3 37.0 32.1 23.5 29.6 28.4 19.8 17.3 9.9 18.5 4.9 3.7 1.2

40～49歳 104 55.8 53.8 43.3 56.7 27.9 20.2 20.2 21.2 23.1 13.5 17.3 9.6 14.4 6.7 4.8 2.9

50～59歳 123 49.6 51.2 44.7 39.8 35.0 22.0 17.1 11.4 12.2 17.9 13.8 11.4 12.2 7.3 10.6 2.4

60～69歳 119 51.3 43.7 42.9 41.2 33.6 19.3 23.5 10.9 13.4 10.1 16.0 8.4 5.9 7.6 12.6 4.2

70歳以上 126 50.0 42.9 40.5 28.6 32.5 15.9 19.0 15.9 11.1 18.3 16.7 7.1 3.2 10.3 13.5 7.1

性

別

男

性

女

性
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（４）身体活動・運動について 

１ 汗をかく程度の運動（ウォーキング、ジョギング、スポーツなど）をどのくらいしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汗をかく程度の運動の頻度は、「ほとんどしていない」の割合が５０.４％と最も高く、次いで

「週に１～２日」２３.２％、「週に３～４日」１３.３％、「ほぼ毎日」１０.４％となっており、

「ほぼ毎日」、「週に３～４日」、「週に１～２日」を合わせた《週１回以上》の割合は４６.９％とな

っています。 

性・年齢別にみると、男性は全ての年代で《週１回以上》の割合が４割を超えていますが、女性

は３０歳代で約３割と他と比べてやや低くなっています。 

 

  

ほぼ毎日  無回答

　〔性別〕

　〔性・年齢別〕

女性
(n=643)

週に３～４日   週に１～２日 ほとんどしていない

全体
(n=1,081)

男性
(n=426)

10.4 13.3 23.2 50.4 2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

12.9 

8.7 

11.7 

14.0 

24.4 

22.7 

47.9 

52.3 

3.1 

2.3 

回答数 ほぼ毎日 週に３～４日 週に１～２日 ほとんどしていない 無回答

19歳以下 10 40.0 10.0 20.0 30.0 -

20～29歳 39 5.1 10.3 28.2 53.8 2.6

30～39歳 50 4.0 16.0 22.0 58.0 -

40～49歳 72 15.3 12.5 26.4 44.4 1.4

50～59歳 84 10.7 7.1 23.8 57.1 1.2

60～69歳 90 12.2 11.1 24.4 47.8 4.4

70歳以上 79 20.3 15.2 24.1 32.9 7.6

19歳以下 10 - 10.0 50.0 40.0 -

20～29歳 55 5.5 10.9 27.3 54.5 1.8

30～39歳 81 6.2 3.7 21.0 65.4 3.7

40～49歳 104 6.7 11.5 21.2 58.7 1.9

50～59歳 123 8.9 11.4 21.1 57.7 0.8

60～69歳 119 8.4 21.0 21.8 47.9 0.8

70歳以上 126 13.5 18.3 24.6 38.1 5.6

男

性

女

性
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２ （汗をかく程度の運動を「ほとんどしていない」方について）運動をしない理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動をしない理由については、「時間がない」が４２.０％と最も高く、次いで「面倒である」３

９.４％、「運動が好きではない」２５.１％、「腰やひざ等が痛い」１８.５％と続いています。 

性・年齢別にみると、「時間はない」は男女ともに３０歳代で６割を超えて高く、「面倒である」

は女性２０歳代で７割を超えて高くなっています。 

 

 

  

42.0 

39.4 

25.1 

18.5 

12.8 

9.4 

9.2 

9.0 

4.0 

1.8 

5.0 

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

時間がない

面倒である

運動が好きではない

腰やひざ等が痛い

何をすればよいか分からない

一緒に運動する仲間がいない

施設や場所がない

病気・けがのため

必要がない

誰からも勧められていない

その他

無回答

(n=545)

　〔性別・／性・年齢別〕

回答数
時間が

ない

面倒

である

運動が

好きでは

ない

腰やひざ

等が痛い

何をすれ

ばよいか

分からな

い

一緒に運

動する

仲間がい

ない

施設や場

所がない

病気・け

がのため

必要が

ない

誰からも

勧められ

ていない

その他 無回答

男性 204 45.6 41.7 22.1 14.7 13.7 9.8 11.3 10.8 6.4 2.9 2.9 2.0

女性 336 40.2 38.7 26.8 20.8 12.2 9.2 7.7 8.0 2.7 0.6 6.3 1.8

19歳以下 3 100.0 - - - - - - - - - 33.3 -

20～29歳 21 57.1 47.6 28.6 - 4.8 14.3 4.8 9.5 - - 4.8 -

30～39歳 29 65.5 44.8 24.1 3.4 17.2 6.9 13.8 3.4 3.4 6.9 - -

40～49歳 32 59.4 34.4 21.9 18.8 - 9.4 15.6 9.4 15.6 - 3.1 -

50～59歳 48 47.9 47.9 22.9 20.8 20.8 8.3 12.5 10.4 4.2 2.1 6.3 2.1

60～69歳 43 34.9 44.2 18.6 18.6 18.6 16.3 11.6 16.3 2.3 4.7 - 2.3

70歳以上 26 7.7 34.6 23.1 19.2 11.5 3.8 7.7 15.4 11.5 3.8 - 7.7

19歳以下 4 100.0 100.0 25.0 - 25.0 - - 25.0 25.0 - - -

20～29歳 30 50.0 73.3 36.7 3.3 20.0 13.3 10.0 - - - 6.7 -

30～39歳 53 62.3 56.6 34.0 7.5 3.8 9.4 11.3 1.9 - - 3.8 -

40～49歳 61 45.9 47.5 27.9 13.1 16.4 8.2 9.8 4.9 4.9 - 9.8 -

50～59歳 71 43.7 29.6 28.2 12.7 14.1 4.2 11.3 7.0 2.8 1.4 9.9 1.4

60～69歳 57 24.6 22.8 21.1 31.6 10.5 12.3 1.8 10.5 3.5 1.8 5.3 3.5

70歳以上 48 12.5 18.8 16.7 56.3 10.4 8.3 4.2 20.8 2.1 - 2.1 4.2

性

別

男

性

女

性
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第３次大和市食育推進計画策定の経過 

 
 

令和５年             ４月 大和市食育推進チーム部会（第１回） 
 

５月 第１回 大和市食育推進会議 
食育に関する市⺠意識調査 対象：２,５００名  回収：１,０８１名 回収率：４３.２％ 

               大和市食育推進チーム部会（第２回）  
 

６月 大和市食育推進チーム部会（第３回） 
 

７月 大和市食育推進チーム部会（第４回） 
 

８月 大和市食育推進チーム部会（第５回） 
 

９月 大和市食育推進チーム部会（第６回） 
 
１０月 第２回 大和市食育推進会議 

 
１１月 第 2 次大和市食育推進計画の 1 年延伸が決定 

 
令和６年  １月 大和市食育推進チーム部会（第７回） 

 
３月 学識経験者への意見聴取  相模女子大学栄養科学部健康栄養学科 堤ちはる 教授 

 
          ４月 大和市食育推進チーム部会（第 1 回） 
 

５月 大和市食育推進会議（第 1 回）大和市食育推進チーム部会（第２回） 
 

          ６月 大和市食育推進チーム部会（第３回） 
 

７月 大和市食育推進チーム部会（第４回） 
 

８月 学識経験者への意見聴取 相模女子大学栄養科学部健康栄養学科 堤ちはる 特任教授 
 

９月 大和市食育推進チーム部会（第５回） 
     関係団体への意見聴取 

 
           １０月 大和市食育推進会議（第２回） 
 

１２月 大和市食育推進チーム部会（第６回） 
 令和 7 年                 １月 市⺠意見公募手続（パブリックコメント）  
            ２月 大和市食育推進会議（第３回） 

３月 第 3 次大和市食育推進計画策定・市議会への情報提供 
 

 
市民意見公募結果 
 
 実 施 期 間：令和７年１月６⽇（月）〜令和７年２月５⽇（⽔） 
 計画の配架等：健康づくり推進課、本庁舎情報公開コーナー、保健福祉センター、市⺠課分室及び連絡所 
        各学習センター、各コミュニティセンター、市ホームページ 
 応 募 結 果：提出者 ０ 名  意見件数 ０ 件 
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大和市食育推進会議設置要領 
（目的） 

第１条 この要領は、大和市食育推進計画（以下「推進計画」と総称する。）を推進するために、庁内関係課及び室
（以下「課等」という）の連携及び協力を図る大和市食育推進会議（以下「推進会議」という。）の設置及び運営に
関し、必要な事項を定めることを目的とする。 
（所掌事務） 

第２条 推進会議は、次に掲げる事項について協議、検討等を行う。 
(1) 推進計画に掲げる具体的な取組に関すること。 
(2) 複数の課等が連携する取組の調整に関すること。 
(3) 推進計画の評価及び改定に関すること。 
(4) その他、推進会議で必要と認めたこと。 
（委員） 

第３条 推進会議は、推進計画主管課、別表１に掲げる課等の⻑（以下「委員」という。）をもって構成する。 
（会⻑及び副会⻑） 

第４条 推進会議に会⻑及び副会⻑を置き、会⻑は推進計画主管課の課⻑をもって充て、副会⻑は会⻑が指名する。 
２ 会⻑は、推進会議を代表し、会務を総理する。 
３ 副会⻑は、会⻑を補佐し、会⻑が⽋けたとき、⼜は会⻑に事故があるときは、その職務を代行する。 

（推進会議の招集等） 
第５条 推進会議は、必要に応じて会⻑が招集する。 
２ 推進会議は、必要があるときは委員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

（部会） 
第６条 推進会議には部会として食育推進チームを設置し、チームの構成員には別表２に掲げる課等の担当者をもって

充てる。 
２ 前項に掲げるチームにチームリーダーを置き、チームリーダーは会⻑が指名する。 
３ チームリーダーはチームを掌理し、チームで協議、検討した結果を推進会議に報告しなければならない。 

（庶務） 
第７条 推進会議の庶務は、推進計画主管課が行う。 

（その他） 
第８条 この要領に定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は推進会議で協議して定める。 
別表第１（第３条関係） 
別表第２（第６条関係） 
附則 
この要領は、平成２８年１０月１⽇から施行する。 
附則 
この要領は、令和２年４月１⽇から施行する。 
附則 
この要領は、令和２年９月１⽇から施行する。 
附則 
この要領は、令和３年４月１⽇から施行する。 
附則 
この要領は、令和４年４月１⽇から施行する。 
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用語解説（５０音順）    

栄養教諭 

児童・生徒の栄養の指導及び管理をつか
さどる教員。 
（学校教育法第３７条１３号） 

 

健康普及員 

自治会から選出され、地域の健康づくり
の推進役として、市内１１地区で、健康
づくりのための活動を行う人。 

栄養成分表示 

容器包装に入れられた加工食品及び添加
物には、食品に含まれる栄養成分に関す
る情報を明らかにし、消費者に適 切な食
生活を実践するために、栄養成分（熱量
（エネルギー）、たんぱく質、脂質、炭⽔
化物、ナトリウム）が表示されているも
の。 

 

こども食堂 

子どもやその保護者および地域住⺠に
対し、無料または安価で「栄養のある食
事・温かな団らん」を提供するための⽇
本の社会活動。 

通いの場 

地域の住⺠同士が気軽に集い、⼀緒に活
動内容を企画し、ふれあいを通して「生き
がいづくり」「仲間づくり」の輪を広げる
場所。また、地域の介護予防の拠点となる
場所。 

 

残食率 

 

提供した食事の重量に対する、食べ残し
た重量の割合。 

完全給食 

パン⼜は⽶飯（これらに準ずる⼩⻨粉食
品、⽶加工食品その他の食品を含む。）、ミ
ルク及びおかずである給食。 

 

食事バランス

ガイド 

１⽇に、「何を」、「どれだけ」食べたら
よいかを考える際の参考になるよう、食
事の望ましい組み合わせとおおよその
量をイラストでわかりやすく示したも
の。 
 健康で豊かな食生活の実現を目的に
策定された「食生活指針」（平成１２年
３月）を具体的に行動に結びつけるもの
として、平成１７年６月に厚生労働省と
農林⽔産省が決定。 

既往歴 過去の病歴や健康状態に関する記録。 

 

共食 
食を共にすること、⼀緒に食べることだ
けでなく、会話をすることも含む。 

  

血糖値 血液中のグルコース（ブドウ糖）の濃度。 

 

健康寿命 
健康上の問題で⽇常生活が制限されるこ
となく生活できる期間。 

 

食生活改善推進員  

食改（ヘルスメイト）の愛称で呼ばれ、
地域で食生活改善や健康づくりのボラ
ンティア活動を行う人。推進員になるに
は、市が実施する食生活改善推進員養成
講座を修了する必要がある。 

健康支援型 

配食サービス 

管理栄養士のアドバイスを受けた配食事
業者が、適切に栄養管理されたお弁当を、
⼀人暮らしの高齢者や高齢者世帯の自宅
に配達してくれるサービス。 

 

食物アレルギー  
食事をしたときに、身体が食物（に含ま
れるたんぱく質）を異物として認識し、
自分の身体を防御するために過敏な反
応を起こすこと。 

引用︓農林⽔産省ホームページ 
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生活習慣病 

生活習慣（食、運動、喫煙、飲酒、休養
など）が発症原因に深く関与している
と考えられている疾患の総称。 
糖尿病、高血圧、脂質異常症、心疾患や
脳卒中がある。 

 内臓脂肪 

体脂肪のうち、内臓の周囲についた脂肪
のこと。内臓脂肪が多い内蔵型肥満は、
生活習慣病になりやすいと言われてい
る。 

生活不活発病 

（廃用症候群） 

病床での寝たきり状態や安静状態が⻑
期に渡って続くことによって起こる、
さまざまな心身の機能低下。 

 ブドウ糖 

果実のほか、ハチミツなどに多く含まれ
ている単糖類の⼀種。ご飯やパンなどの
炭⽔化物が、体内の消化酵素によって細
かく分解されることでも産出される。 

地域活動栄養士 

地域で⺟子保健、生活習慣病予防、介護
予防の観点から、食生活改善のサポー
トをしているフリーランスの管理栄養
士・栄養士。団体に所属して、活動して
いることが多い。 

 フレイル 

加齢とともに心身の活力（運動機能や
認知機能等）が低下し、複数の慢性疾
患の併存などの影響もあり、生活機能
が障害され、心身の脆弱性が出現した
状態。適切な介入・支援により、生活
機能の維持向上が可能な状態像。 

地産地消 

地域生産地域消費の略称で、地元でと
れた生産物をその地域で消費するこ
と。 

 メタボリック

シンドローム 

内臓脂肪型肥満（腹囲が男性で８５㎝以
上、女性で９０㎝以上）に、高血糖・高
血圧・脂質異常の３つのうち２つ以上が
重なった状態。 

厨芥類 

家庭の台所、給食調理場や飲食店、⻘果
市場等の事業所から出てくる野菜くず
や食べ物の残り等のこと。 

 ライフコース 

アプローチ 

胎児期から高齢期に至るまでの人の生
涯を経時的に捉えた健康づくり 

低栄養 

健康な体を維持し、活動するために必
要なエネルギーとたんぱく質が⽋乏し
た状態。 

 

ＢＭＩ 

ボディ・マス・インデックス（Body Mass 
Index）の略称で、体重と身⻑の関係から
算出される肥満度を表す体格指数のこ
と。 

低出生体重児 

出生体重が２,５００ｇ未満の新生児。
１,５００ｇ未満を極低出生体重児、 
１,０００ｇ未満を超低出生体重児 
といい、低出生体重児には極低出生 
体重児、超低出生体重児を含む。 

ＩＣＴ 
Information and Communicat ion 
Technology の略。情報(information)や
通信(communication)に関する技術の総
称 。 

特定保健指導 

特定健診で、メタボリックシンドロー
ム予備群に該当した人が、生活習慣病
予防のために受ける保健指導。 

ＪＡＳマーク 

ＪＡＳ規格が定められた品目について、
その該当するＪＡＳ規格に適合してい
ると判定することを格付といい、格付を
行った製品にはＪＡＳマークをつける
ことができる。 

特別用途表示 

乳児の発育や、妊産婦、授乳婦、えん下
困難者、病者などの健康の保持・回復な
どに適するという特別の用途について
表示を行うもの。 

ＳＤＧｓ 

（持続可能な

開発目標） 

先進国・途上国すべての国を対象に、経
済・社会・環境の３つの側面のバランス
がとれた社会を目指す世界共通の目標。
「誰⼀人取り残さない」ことを強調し、
人々が人間らしく暮らしていくための
社会的基盤を２０３０年までに達成す
ることが目標とされている。 
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食は、命の源であり、生きていく上で欠かせません。 
健やかな心身を育み、生涯にわったっていきいきと暮らすためには、 
栄養素を摂取する営みにとどまらず、 
多様な食経験などを通じて、 
豊かな⼈間性、生きる⼒を育むことが重要です。 
―中略― 
１⽇３度、⼈生で何万回にも及ぶ食という営み。 
この営みが充実すれば、それは生涯にわたる心身の健康につながることでしょう。 
すべての市⺠が豊かな食生活を送り、 
心身ともに健やかで充実した⼈生を過ごすことを目指して、 
「食を通じた心身の健康増進と豊かな⼈間形成」を基本理念に、 
健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の実現に向け、 
誰一⼈取り残さない栄養政策の展開と、より実効性をもつ取組として 
「親と子が相互に、そして次の世代へ」つながる 
食育の取組を進めていきます。 
（基本理念より抜粋） 
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